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草南みどりの少年団
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今年のテーマは「草部の生き物」
草部南部小学校 (星子博子校長)で は毎年、手作 りの本版画カレンダーを作成してい

ます。今年も3年生から6年生までの26名 (緑の少年団)が 1月 から約二ヶ月間かけ
作成しました。

4い  今年のテーマは『草部の生き物』。キジやヤマセミ、スズムシやトンボ、シカ、キツ
ネなど草部の自然が楽しめるカレンダーが出来上がりました。

2月 19日 には保護者と先生、児童が協力し、一枚一枚ていねいに刷り上げたカレン
ダーが体育館いっぱいに並びました。

今年は130部 を作成し、 2月 28日 には完成したカレンダーを、一人暮らしの校区
のお年寄り35名のお宅や、郵便局・役場などに緑の少年団が中心になり全児童で配布
しました。お年寄り等は毎年このカレンダーを楽しみにされているようです。

野焼 きシーズンの終わった阿蘇の山々は、真っ黒。これからいよい

よ春本番となります。草本はもちろん、人々も外での活動開始です。

花見が終われば、ゼンマイ、ワラビ、ウド、ダラの芽等、山を駆け

めぐれば最高の贈 り物があります。思い存分阿蘇の大地を散策 してみ

ませんか。 昭和61年度の木版画カレングーを探しています
草部南部小学校の本版画カレンダー作りは昭和58年の 「緑の少年団」結成から続く恒例の行事です。学校には、

これまでの作品を保存展示していますが、残念ながら昭和61年度の作品だけが残っていません。皆さまの中で昭

和61年度の作品をお持ちの方は是非学校までご連絡 ください。 (コ ピーさせてください。 )
■連絡先 草部南部小学校  TEL0 9 6 7 6-4-0058

1.水と緑と上のにおい、いっばし
2.伝統を重んじ、
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します

します。し活力のある町に産業を振興 ■発行/高森町役場 ■編集/企画観光課 〒869-1602
5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

します。



おり|てた。おくやみ
2001.2月 受付分   敬称略

赤ちゃん
たんじょう

増永慎乃介ちゃん

(森)  1.24生
中川 風花ちゃん
(上在) 1.30生

春日 拓樹ちゃん
(旭通) 2.13生

れ お

安方 礼生ちゃん
(中園) 2.13生
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3月 号の赤ちゃんたんじように誤りがありました。
お詫びして下記のとおり訂正します。

かりん

二村 果凛ちゃん
(前原) 1.14生

松岡 美結ちゃん
(大村) 1.17生

すえながく
お幸せに

′飯 干 健 一

(ヽ牛嶋)さ とみ

′工 藤 栄 輝

t(田頭)景 子
′田 代 友 和

t(益 田)樹 理

おくやみ
もうしあげます

死 亡 者 年齢
甲斐 健- 78
今村 俊男 91
瀬井 六男 69

人口の動き

(2月 末日現在 )

世帯数  2,605(- 1)
男   3,753(   0)
女  4,037(-2)
総  数  7,790(- 2)

女

　

女

郎

子

吉

美

太章

武

浩

明

父

母

父

母

熊 本 市
高森・旭通

中・峰の宿

西 合 志 町

高森・旭通

大 矢 野 町

2.21

2.25

2.26
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夫
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夫
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彦
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斐

村

井

御

甲

今

瀬

所

神

野

戸

住

岩

冬

牧

暮 竜 の 灯
りがとうございました (敬称略

■町社会福祉協議会ヘ

(香典返 し)窯 井富義 井上 ・太
徳丸光法

■広報送料寄付

小谷征代 (東京都武蔵野市 )

lll斐 文隆 (埼玉県戸田市)

後藤武 lf(大阪府富田林市)

窪丼富義 (長崎県早坂町 )

_lrイ i哲人 (福岡市西区)

後藤 |1出 幸 (青森県下 |‖町 )

瀬井民男

「新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
昧
ま
つ
り
」

た
が
も
り
の
味
に
ご
満
脱
！

だ
＜
さ
ん
の
出
店
で
　
地
元
も
盛
り
上
が
る
！

錮 菫
日

賑1聟●■.

一

法
律
相
談
（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
五
月
二
十
六
日
（上
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

何
か
福
祉

に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設

い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

車
部
地
区

■
と
　
き
　
四
月
二
十
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
車
部
出
張
所

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
四
月
二
十
七
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
ひ
め
ゆ
り
の
里
朋
遊
館

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
五
月

一
日
（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
昔同
森
町
芙
蓉
館

診
療
は
午
前
９
時
か
ら午
後
５
時
ま
で

４
月
８
日
　
寺
崎
医
院

②
１
０
３
７
８

４
月
‐５
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

②
１
３
３
５
１

４
月
２２
日
　
渡
辺
内
科

⑦
１
１
７
７
７

４
月
２９
日
　
後
藤
医
院

⑦
１
０
０
１
９

４
月
３０
日
　
立
野
病
院

③
ｌ
０
１
１
１

５
月
３
日
　
南
阿
蘇
ク
リ
ニ
ッ
ク

⑦
１
２
０
３
０

５
月
４
日
　
藤
本
医
院

⑦
１
０
０
２
０

５
月
５
日
　
平
田
医
院

②
１
０
２
１
６

５
月
６
日
　
馬
原
内
科
医
院

②
１
０
６
４
６

５
月
‐３
日
　
立
野
病
院

③
１
０
１
１
１

こ
の
時
期
は
新
社
会
人
が
夢
と

希
望
を
抱
き
な
が
ら
社
会

に
驚
び

込
む

る
季
節

で
す
。
人

い
に
期
待

し
な
が
ら
も
そ
の
期
待
が
重
み
に

な
ら
な

い
よ
う

に
育

て
て
い
き
た

い
も

の
で
す
ね
。

さ

て
、
「広
報
た

か
も

り
」
も
五

〇
〇
号
、
私

の
編
集
後
記
も

い
よ

い
よ
最
後
、
丸
四
年
担
当
し
な
が

ら
も
上
達
し
な

い
広
報

で
皆
さ
ま

に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、

こ
の
貴
重
な
経
験
を
今
後
、

活
か
し
て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

い
ろ

い
ろ
と
取
材

に
ご
協
力

い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
読
者

の

皆
さ
ま
、
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。

次
月
か
ら
同
じ
係

の
岩
下
徹
君
が

担
当

い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願

い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
田
浩

毎
年
、
好
評
の
「新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り
」
は
今
年
で
十
三
回
目
。

三
月
十

一
日
、
駅
前
広
場
に
は
、
穏
や
か
な
絶
好
の
ま
つ
り
日
和
に
誘
わ

れ
、
レ
ー
ル
バ
ス
や
マ
イ
カ
ー
で
、
約
四
千
五
百
人
も
の
方
々
が
訪
れ
、
開

会
の
正
午
に
は
、
会
場
は
長
蛇
の
列
。
こ
の
催
し
は
地
酒
の
新
酒
時
期
に
合

わ
せ
、
色
々
な
高
森
の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
町
観
光
協
会
が
主
催

し
て
い
る
も
の
で
す
。今
年
も
地
元
か
ら
た
く
さ
ん
の
出
店
協
力
が
あ
り
、

場
内
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。

福
岡
や
熊
本
市
方
面
か
ら
の
お
客
様
も
多
く
二
今
年
も
来
ま
し
た
。
」
と

の
常
連
客
も
。今
年
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
イ
ベ
ン
ト
列
車
を
は
じ
め
六
会

場
で
の
「夜
な
べ
暖
義
」
と
充
実
し
て
お
り
、
こ
の
ま
つ
り
も
県
内
外
問
ず

知
れ
渡
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
感
想
は
、
「お
い
し
い
郷
土
料

理
と
新
酒
を
思
う
存
分
安
価
で
楽
し
め
満
足
で
す
。
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

●  ●

●   ●

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険

に
つ
い
て
の
相
談
や
中
請
受

付
を
行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来

場
く
だ
さ

い
。

■
と
　
き
　
四
月
＾
十
し
Ｈ

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

心
配
ご
と
相
談

蜀〃ｒ′編
集
後
記

励
　
　
　
′
″

一　
法
郷
（
ツ
本

国
際
テ
ニ
ス
連
盟
公
認
の
国
際

男
子
テ
ニ
ス
大
会

「熊
本
フ
ュ
ー

チ
ヤ
ズ
イ
ン
阿
蘇
２
０
０
１
高
森

オ
ー
プ

ン
」
が
三
月
十
日
か
ら
十

八
日
ま
で
の
九
日
間
、
町
民
体
育

館
と
休
暇
村
南
阿
蘇
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は

熊
本
県
テ
ニ
ス
協
会
等
、
特
別
協

賛
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
等
。

日
本
ラ
ン
キ
ン
グ
三
位
で
昨
年

の
こ
の
大
会
で
の
優
勝
者
寺
地
貴

弘
選
手
を
は
じ
め
、
上
位
ラ
ン
キ

ン
グ
者
や
予
選
を
勝
ち
抜
き
進
出

し
た
選
手
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
の訪れ

の
観
戦
者

公
式
戦

二
桁
台
を
目
指
す
外
国
人
選
手
等

が
賞
金
総
額

一
万
ド
ル
と
ポ
イ
ン

ト
獲
得
を
目
指
し
熱
戦
を
展
開
。

熊
本
県
出
身
で

一
昨
年
の
国
体

で
活
躍
し
た
宮
崎
靖
雄
さ
ん
（現

亜
細
亜
大
生
）
も
本
戦
二
回
戦

へ

進
出
、
ま
た
、
昨
年
の
大
会
で
も
活

躍
し
た
岩
見
選
手
が
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
選
手
と
決

勝
戦
で
戦
う
な
ど
熱
戦
が
展
開
さ

れ
、
一
流
の
プ

レ
ー
を

一
日
見
よ

う
と
訪
れ
た
観
客
は
ボ
ー
ル
の
早

さ
や
プ

レ
ー
の
正
確
さ
等
に
驚
い

て
い
ま
し
た
。

*都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組合消防本部
テレホンサービスでお確かめください◇ 電話 0967-34-0099

鵞

g
/eサンダー選尋には、謄写版印刷の黒船

さん (冬野)作の浮世絵が贈られました。

人

房

個

工

(2)(19)今度の温泉館体館日 4月 18日 (水 )5月 16日 (水 )
毎月第3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場合
は開館して、次の日が休館日となります。

町
の
移
動

図
書

五
月
八
日
（大
）

草
部
出
張
所
　
　
１０
時
～
１０
時
半

Ｊ
Ａ
草
北
　
　
　
Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

野
尻
出
張
所
　
　
１３
時
～
１３
時
半

Ｊ
Ａ
河
原
　
　
　
１４
時
～
１４
時
半

五
月
九
日
（水
）

Ｊ
Ａ
旧
色
見
支
所
１０
時
～
１０
時
半

色
見
郵
便
局
前
　
１０
時
半
～
Ｈ
時

横
町
Ａ
団
地
　
　
１３
時
～
１３
時
半

下
町
公
民
館
　
　
１３
時
半
～
１４
時
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一ひ
の
く
に
新
世
紀
総
体
」

総
合
開
会
式

一
般
観
覧
者
募
集

八
月

一
日
に
開
催
さ
れ
る

「ひ

の
く
に
新
世
紀
総
体
」
総
合
開
会

式
の

一
般
観
覧
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
一
万
三
千
人

■
入
場
料
　
無
料

■
募
集
期
間
　
四
月
十
六
日
（月
）

～
五
月
二
十

一
日
（本
）

■
問
い
合
わ
せ

平
成
十
三
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
熊
本
県
実
行
委
員
会

事
務
局

ＴＥＬ
０
９
６

（３
８
３
）
１
１
１
１

（内
線
６
７
９
５
）

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は

お
早
め
に
！

平
成
十
三
年
度
労
働
保
険
料
の

申
告

・
納
付
は
、
四
月

一
日
か
ら

五
月
二
十

一
日
ま
で
と
な

っ
て
い

ま
す
ｃ
労
働
保
険
は
農
林
水
産
事
業
の

一
部
を
除
き
、　
一
人
で
も
労
働
者

を
雇
用
さ
れ
ま
す
と
強
制
適
用
と

な

っ
て
い
ま
す
ｃ

加
入
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

場
合
も
速
や
か
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

ＴＥＬ
０
９
６

（２
１
１
）
１
７
０
２

一

¨

青
年
海
外
協
力
隊
員
は
国
際
協

力
事
業
団
が
実
施
し
て
い
る
国
の

事
業
で
す
。
開
発
途
上
国
の
人
々

の
新
し
い
国
づ
く
り
の
た
め
に
あ

な
た
の
可
能
性
を
試
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
国
際
協
力
事
業
団
で
は
平
成
十

三
年
度
春
の
募
集
と
し
て
、
農
林

水
産
か
ら
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

約
百
四
十
職
種
に
わ
た
る
約
八
百

名
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
満
二
十

歳
以
上
満
三
十
九
歳
ま
で
の
日
本

国
籍
を
持
つ
方
な
ら
誰
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

派
遣
国
約
六
十
力
国
。

（ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、
中
近

東
、
大
洋
州
、
東
欧
）
派
遣
期
間

は
二
年
間
。

な
お
、
募
集
説
明
会
が
四
月
十

三
日

（金
）
、
五
月
十
六
日

（水
）

に
熊
本
市
産
業
文
化
会
館
で
実
施

さ
れ
ま
す
。
時
間
は
午
後
六
時
三

十
分
か
ら
と
な

っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は

熊
本
県
環
境
生
活
部

国
際
課
国
際
協
力
班

ＴＥＬ
０
９
６

（３
８
７
）
１
１
１
１

（内
線
３
１
９
０
）

県
で
は
県
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
に

か
え
、
各
地
域

に
お
け
る
県
政
の

課
題
等

に
つ
い
て
ご
意
見
、
ご
提

案
を

い
た
だ
く
た
め
、

「阿
蘇
地

域
県
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
を
新
た

に
設
置
し
ま
す
。

■
主
な
仕
事
　
年
数
回
の
会
議
に

出
席
し
、
地
域

の
問
題
や
課
題
な

ど
に
つ
い
て
ご
意
見

・
ご
提
案
を

い
た
だ
き
ま
す
。
平
成
十
三
年
度

は

「町
村
合
併
」
を
中
心
に
意
見

交
換
等
を
実
施
予
定
。

■
応
募
資
格
　
二
十
歳
以
上

（平

成
十
三
年
四
月

一
日
現
在
）
で
阿

蘇
地
域
に
お
住
ま

い
の
方
。
た
だ

し
、
常
勤

の
公
務
員
や
議
会
議
員

の
方
な
ど
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

■
選
考
結
果
　
五
月
中

に
応
募
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
十
二
名
程
度

■
応
募
方
法
　
応
募
理
由
を
四
百

字
詰
め
原
稿
用
紙

一
枚
以
内
に
記

入
の
う
え
、
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・

職
業
及
び
電
話
番
号
を
明
記
し
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り
　
平
成
十
三
年
四
月

二
十
七
日
（金
）
（当
日
消
印
有
効
）

■
宛
先

・
問
い
合
わ
せ
は
先

〒

８

６

９

・
２

６

１

２

阿
蘇
郡

一
の
宮
町
宮
地
２
４
０
２

阿
蘇
地
域
振
興
局
振
興
調
整
室
内

「阿
蘇
地
域
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
係

■
０
９
６
７

（２
２
）
１
１
１
１

（内
線
３
９
１
）

国
家
公
務
員
の
採
用
試
験
の
受

験
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

☆
―
種
試
験

【受
験
資
格
】
　

　

昭
和
四
十
三

年
四
月
二
日
～
昭
和
五
十
五
年
四

月

一
日
生
ま
れ
の
者
（特
例
あ
り
）

【申
込
み
受
付
期
間
】

郵
送
　
四
月
三
日

（火
）

～
五
月
十
日

（本
）

持
参
　
五
月

一
日

（火
）

～
五
月
十
日

（本
）

【第

一
次
試
験
日
】

六
月
十
日

（日
）

☆
＝
種
試
験

【受
験
資
格
】
　

　

昭
和
四
十
七

年
四
月
二
日
～
昭
和
五
十
五
年
四

月

一
日
生
ま
れ
の
者
（特
例
あ
り
）

【申
込
み
受
付
期
間
】

郵
送
　
四
月
三
日

（火
）

～
五
月
十
日

（本
）

持
参
　
五
月

一
日

（月
）

～
五
月
十
日

（本
）

【第

一
次
試
験
日
】

七
月

一
日

（日
）

【問
い
合
わ
せ
先
】

人
事
院
九
州
事
務
局

採
用
試
験
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

ＴＥＬ
０
９
２

（４
３
１
）
８
１
７
３

は

じ

め

ま

し

て

熊
本
日
日
新
聞
社

高
森
支
局
長
　
小
山

閻蜀鶉隋蟷靡瑕

市0 鉾滲滅

今回の新企画、昧噌のつめ放題大会

劇 常
"1

■
量
■
√

ヽ
　
　
´
響

′
ｔ
ヽ
、

´
い
眺
■
、

‐1事「  も

青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集
　
　
　
阿
蘇
地
域
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
　
　
国
家
公
務
員
採
用
試
験

新酒コーナーには人だかり

肥後牛の丸焼きや田楽等に長蛇の列

●   ●

●   ●

出
店

コ
|

ナ
|

紹
介

町
観
光
協
会
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、

た
く
さ
ん
の
個
人

・
団
体

の
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
開
催

で
き
ま
し

キ
ー

・
カ
レ
ー

・
生
あ
げ

・
鰻
頭

・

餅

・
コ
ン
ニ
ヤ
ク

・
焼
き
そ
ば

・

バ
フ
ン
お
に
ぎ
り

・
ぜ
ん
ざ
い

。

ホ
ル
モ
ン
）
◆
餅
つ
き
コ
ー
ナ
ー

◆
風
鎮
太
鼓
演
奏
　
◆
高
森
社

中

（に
わ
か
）
◆
味
噌
の
つ
め
放

題
　
◆
高
校
総
体
Ｐ
Ｒ
Ｔ
シ
ャ
ツ担当

当
　
た

ｃ

汁
　
◆
新
酒
コ
ー
ナ
ー
　
◆
だ
ご
汁

・
一

プ
　
お
に
ぎ
り
　
◆
豚
汁
　
◆
田
楽

め
　
◆
や
ま
め
　
◆
赤
牛
焼
肉
　
◆
地

一

シ
　
鶏
焼
き
　
◆
焼
き
お
に
ぎ
り
　
◆

贋
　
駅
弁
　
◆
特
産
品

（か
り
ん
と
う
・
一

嚇
　
乾
物

・
醤
油

・
漬
け
物

・
清
酒
・

姶
　
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
）
◆
奥
阿

一

婦
　
蘇
物
産
館
　
◆
模
擬
店
　
（ク
ッ

圏mm鐵観

去
る
三
月

一
日
付

の
異
動

で
高
森
支
局
に
赴
任
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

入
社
し
て
十
年

で
す
が
、

異
動
ま

で
の
六
年
間
は
、
本

社

の
写
真
部
と

い
う
部
署

に

在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

名

の
通
り
、
写
真
を
撮
る
の

が
主
な
仕
事
。
事
件
や
事
故

は
も
ち
ろ
ん
、
祭
り
、
動
植
物
、

料
理
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
対
象

は
幅
広
い
も
の
で
す
。

そ
ん
な
経
験
が
支
局
で
役

立

つ
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、

高
森
町
の
写
真
が

一
枚

で
も

多
く
紙
面
を
飾
る
よ
う
、
頑

張
り
た

い
と
思

い
ま
す
。
た

だ
し
支
局

の
管
轄
は
、
皆
さ

ん
ご
存
知

の
よ
う
に
高
森
警

察
署
と
同
じ
五
町
村
。
た

っ

た

一
人
で
カ
バ
ー
し
ま
す
の
で
、

時
に
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

農業委員会だより

農地の転用には許可が必要です
農地の転用とは、農地を住宅ゃ工場、道路・山林・

資材樹き場、駐車場等の用地にすることです。許
可制 (県知事 ,又は農林水産大臣)と しているのは
優良な農地を守るためであり、又住宅、工場等が
無秩序に建設されることによって、周囲の農業生
産に悪影響を及ぼさないように調整を図るためです。
農地の所有者自らが転用を行う場合は農地法第
4条、農地を持っていない人などが転用を 11的に
農地を買つたり借 りたりする場合は農地法第 5条
の許可が必要です。

許可を受けないで転用した場合には、厳しい罰
則をもとに原状回復を含めた是正指導が行われます。
近年山林等への転用が無届で行われているケー
スが多く見受けられます6必ず、農業委員会へ届
出を行い、許可を受けましょう。

詳しいお問い合わせは農業委員会事務局まで
TEL2-1111(内 線 151) 正

出
年̈

）
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農業コンクール表彰 (地域貢献賞)

大字河原 後 藤 末 士 さん
キヤベツの産地化・農協の広域合併等に貢献

後藤 さんは、キャベッ部会長を歴任 し、キャベ

ツの産地化 と共同出荷体制の再編に尽力され ま

した。また、昭和 61年 には野尻農協長に就任され、
平成 4年の阿蘇南農協の誕生に貢献 されました。

兆
璽

「

一ｈ

一
．●
・



平
成
十
三
年
度
は
大
字
澤
留
の
市
街
地
及
び

そ
の
周
辺
を
実
施
　
　
（地
籍
調
査
）

皆
さ
ん
の
協
力
で

円
滑
な
調
査
を

地
籍
調
査
を
実
施
す
る
う
え
で

最
も
重
要
な
こ
と
が
筆
界
確
認
作

業
で
す
。
土
地
の
所
有
者
で
あ
る

皆
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
は
、
こ

の
大
事
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。
町
で
は
毎
年
実
施

す
る
地
区
か
ら
推
進
委
員
を
選
ん

で
い
た
だ
き
、
本
事
業
を
進
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ま
に
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。

①
土
地
の
境
界
確
認
と

杭
う
ち

境
界
を
中
心
に

一
メ
ー
ト
ル
五

十
セ
ン
チ
幅
に
竹
本
な
ど
の
伐
採

や
草
取
り
を
行

い
、
測
量
が
出
来

や
す

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
当
日
は
、
隣
接
所
有
者
と

立
会
確
認

の
う
え
、
筆
界
杭
を
曲

が
り
角
に
し

っ
か
り
打
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

②

一
筆
調
査
に
は
必
ず

立
ち
会
い
を

隣
接
所
有
者
と
の
話
し
合
い
が

つ
か
ず
境
界
が
決
定
し
な
い
場
合

は
筆
界
未
定
地
と
し
て
処
理
さ
れ

る
た
め
調
査
完
了
後
は
個
人
の
費

●

二
月
二
十
四
日
（土
）
、
町
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会

（谷
川
勝
会
長
）

で
は
、
菊
水
中
学
教
諭
で
県
協
会

理
事

の
二
次
圭
介
氏
を
迎
え

て

小
学
生
。中
学
生

。
一
般
を
対
象

に
高
森
中
学
校
体
育
館
で
講
習

導

会
が
行
わ
れ
、
講
師
の
判
り
や
す

麟
　
い
実
技
指

ヽ
導

に
参
加
者
は
熱
心

実ヽ
　
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

す

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
町
協
会
主

い

催

の
平
成
十
三
年
第

一
回
高
森

硼
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催

祗
　
さ
れ
ま
し
た
。

一コ
　

大
会
に
は

一
般
男
女
四
十
名
、

中
学
生
十
五
名
、
小
学
生
三
十
五

名
計
九
十
名
が
参
加
。
午
前
中
の

講
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
、

和
気
あ

い
あ
い
な
が
ら
に
も
、
熱

の
こ
も

っ
た
試
合
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

用
で
測
量
を
行
い
境
界
を
決
定
し

て
登
記
所
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

円
滑
な
調
査
を
進
め
る
た
め
に

も
、
一
筆
調
査
の
立
ち
会
い
に
は

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
当
日
、
本

人
が
立
会
い
で
き
な
い
場
合
は
必

ず
代
理
人
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

大
会
結
果
　
（優
勝

の
み
掲
載
）

●

県
協
会
理
事
　
三
次
圭
介
氏
を
迎
え

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
講
習
会
と
大
会

鰺
緻
露

町
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら

「地
籍
調
査
」
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
高
森
、
色
見
地
区
及
び
大
字
河
原
と
大
字
尾
下
の

調
査
が
完
了
、
昨
年
は
大
字
津
留
の

一
部
を
終
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
大
字
津
留

の
下
ノ
津
留
、
澤
津
、
上
鳥
越
、
下
鳥
越
、
自
石
、
奥
白
石
、
前
白
石
、
後
迫
、
前

迫
、
向
道
岸
、
年
ノ
神
、
元
道
岸
、
堤
ノ
頭
、
宮
園
、
川
田
代
、
上
ノ
津
留
、
堂
ノ

迫
、
高
尾
立
、
塔
ノ
本
、
城
ノ
越
、
岩
ノ
上
、
高
群
、
向
高
群
、
横
尾
野
、
水
ノ

元
、
坂
ノ
上
、
奥
鼓
目
女
荒
、
前
書
女
荒
、
大
久
保
、
痣
原
の
三
十
字
、
三
、
八
五
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
調
査
す
る
予
定
で
す
。

▼

一
般
の
部
（
一
部
）

津
留
栄
樹
・星
子
洋
実

▼

一
般
の
部
（
二
部
）

古
澤
建
生
・山
本
博
美

▼
中
学
校
女
子
の
部

利
道
亜
弥
・津
留
綾
乃
（高
中
）

▼
中
学
校
男
子
の
部

原
直
生
・甲
斐
賢
史
郎
（高
中
）

▼
六
年
女
子
の
部

山
田
桂
子
・三
井
千
鶴
（高
）

▼
六
年
男
子
の
部

本
田
雅
実
通
・安
藤
浩
樹
（東
）

▼
五
年
女
子
の
部

錦
戸
恵
梨
香
・山
田
静
香
（高
）

▼
五
年
男
子
の
部

吉
良
山
秀
樹
・森
隆
志
（東
）

▼
四
年
女
子
の
部

船
山
裕
稀
・内
倉
余
々
美
（高
）

▼
四
年
男
子
の
部

本
田
晶
裕
・杉
永

一
樹
（高
）

※
高
＝
高
森
小
・東
＝
高
森
東
小

葉
に
乗
せ
し
束
の
間
自
き
春
の
雪

音
も
な
く
本
の
芽
促
す
雨
な
ら
ん

ま
ん
さ
く
の
花
は
川
辺
に
香
を
放
つ

キ
然
の
訃
報
に
春
愁
つ
の
り
け
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
通
り
す
が
り
の
春
日
中

初
音
聞
き
今
年
の
幸
を
受
け
し
よ
な

す
す

野
火
の
煤
振
舞
酒
の
枡
に
ま
で

春
昼
や
産
声
し
か
と
と
ら
え
け
り

小
さ
き
掌
の
受
け
手
こ
ぼ
る
る
雛
あ
ら
れ

山
笑
う
日
も
あ
り
膚
さ
す
風
も
あ
り

一
瞬
の
火
に
た
じ
ろ
ぎ
つ
芝
を
焼
く

4

あ
な
た
の
募
金
が

Ｍ
鰈
を
つ
く
り
ま
す

一森
林
は
人
を
支
え
て
い
る

ふ
だ
ん
は
あ
ま
り
気
に
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
水
も
空
気

も
、
私
た
ち
人
間
は
当
然

の
よ
う

に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
は
本
当
に
当
た
り
前

の
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

お

い
し
い
水
や
さ
れ

い
な
空
気

は
、
森
林

の
お
か
げ
な

の
で
す
。

森
林
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
陰

か
ら
支
え
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た

ち
は
貴
重
な
財
産
で
あ
る
緑
を
み

ん
な
で
守
り
、
育
て
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

みどりの週間

a)  4月 23日～29日
おいしい水、きれいな空気・・・。

その源は森の緑です。

私たちの健康に密接にかかわる大切な緑を

守るために、 「緑の募金」にご協力 ください。

今年も4月 23日 ～29日 を強調週間として、

全国で募金運動やイベントが行われます。

こんな役割もあ ります

●森林には、二酸化炭素を吸収し、畜える働

きがあります。地球温暖化防止にとても貢献

してくれます。

●森林資源は、再生可能な資源です。良質な

木材からつ くられる住宅をはじめとする木製

品は、わたしたちの暮らしを支え、ぬ くもり

を与えて くれます。

●

p10ETRyPAGE

（高
森
菜

の
花
句
会
）

（阿
蘇
御
神
火
会
）

上
井
加
根
女

渡
辺
　
雲
海

林
　
　
不
忘

佐
伯
　
文
雄

浦
塚
　
南
天

桐
原
　
自
酔

岡
本
　
琴
司

堀
田
　
蘇
仙

田
上
黙
公
子

佐
藤
　
重
信

松
野
　
笑
声

馬
原
　
馬
笑

林
田

　

一
声

弥
永
　
ふ
き

内
田
　
フ
ミ

吉
井
千
恵
子

桐
原
と
し
子

後
藤

つ
み
子

林
　
　
久
恵

山
村
ふ
み
子

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

(4)

(17)

くr,

フ
れ
じ
の

ね

お

C
た
の

、ヽ` L

〕
脅
の
子

で

〓
４
，
′

安
か
た
ん
だ

志
一り
う
と
，

,

"各́
ゅｉ
い

ぞ

ヽ⊃
カ

隕

・響

一

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
〓
動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中
。
　
　
先
月
号
胸
神
胸
置
暉
卿
師
紡
劉
蹴
乳
娃
脚
で
お
詫
び
し
て
訂
正
往
雌
酎
ざ

肥

後

狂

旬

如

　

月

冗
談
だ
ろ
う
　
倒
産
し
と
る
高
利
貸

ぶ
ら
あ

っ
と
　
キ
ン
カ
ン
苗
と
戻
り
よ
る

水
の
泡
　
意
見
し
た
け
ん
寄
り

つ
か
ん

一
匹
狼
　
恐
ろ
し
か
つ
は
婦

ア
だ
け

水
の
泡
　
軽
率
悔
や
む
隠
し
撮
り

ぶ
ら
あ

っ
と
　
名
水
巡
り
し
よ
り
ま
す

水

の
泡
　
メ
ス
人
れ
て
死
期
早
め
た

つ

ぶ
ら
あ

っ
と
　
野
卓
辞
典
と
お
出
で
と
る

気

の
重
さ
　
連
立
で
泥
か
ぶ
り
よ
る

水
の
泡
　
片
労
し
て
来
て
粗
大

ご
み

ぶ
ら
あ

っ
と
　
釣
談
義
で
ん
し
て
こ
う
か

水
の
泡
　
人
手
に
渡
る
マ
イ
ホ
ー
ム

冗
談
だ
ろ
う
　
マ
ジ
で
銀
行
ギ

ヤ
ン
グ
か
い

俳

　

　

旬
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
く
さ
ん
の
思
い
出
あ
り
が
と
う

各
学
校
で
卒
業
式

「絵
本
は
、
深
く
感
じ
、
深
く
思
い
、

深
く
考
え
る
場
と
機
会
を
子
ど
も
の
生
活

の
中
に
つ
く
り
出
す
も
の
と
し
て
意
義
が

あ
る
。
」

（松
井
直
氏
）
が
言

っ
て
い
ま

す
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
に
と

つ
て
、
絵
本

の
楽
し
さ
が
心
の
健
や
か
さ
を
保

っ
て
い

三
月
十
四
日
に
は
町
内
の
三
中
学
（高
森
東
中
、
草
部
中
、
高
森
中
）
、
二
月
二
十
三
日
に
は
五
つ
の
小
学
校
（高
　
　
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
？

森
小
、
上
色
見
小
、
色
見
小
、
草
部
南
部
小
、
高
森
東
小
）
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
・生
徒
た
ち
は
後
輩
や

先
生
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
も
元
気
よ
く
母
校
を
飛
び
立

っ
て
い
き
ま
し
た
。

高
森
中
学
校
（村
上
邦
男
校
長
）
の
卒
業
式
は
、村
上
校
長
か
ら
卒
業
証
書
を
卒
業
生
八
十
八
名
に

一
人
ひ
と
り

授
与
。
楽
し
か
っ
た
学
校
行
事
や

一
生
懸
命
頑
張
っ
た
部
活
動
な
ど
の
思
い
出
に
浸
り
な
が
ら
の
卒
業
式
。

一
方
、
上
色
見
小
学
校
（志
崎
大
東
校
長
）
の
卒
業
式
で
は
オ
ペ
レ
ツ
タ
で
在
校
生
と
卒
業
生
と
が
思
い
出
を
語

り
、
楽
し
か

っ
た
こ
と
や
辛
か

っ
た
こ
と
な
ど
の
思
い
に
、
児
童
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
保
護
者
や
先
生
た
ち
の
あ

い
だ
に
も
涙
を
浮
か
べ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

地籍調査はこのようにして

進められます

①地区説明会

地籍図の作成

※皆さんに足を運んでいただくのは

①②⑥です。

その都度、ご通知いたします。

平成 13年度に行われる調査区域
(大字津留の一部)

査調地

―
）
筆
―
）
量
―
）

一　
　
測

②

　

③

定測
　
　
簿

積
―
）
籍

面ん‐４
ヽ

証認

覧
　
　
の

―
）
閲
―
）
事
―
）

地
　
　
本
　
　
知

⑤

　

⑥

　

⑦

●   ●

●   ●

付送斤
＝
言
几
Ｆ

Ｕ

■
一ロ登③

詳しくは 役場 企画観光課 地籍調査係まで TEL2-1111(内 線214・ 215)

里
事
さ
な
線
鐵
轟

一一
　

　

『木
勧
鶴
酸
」
院
議

■■■■■口■口■

旭
通
の
後
藤
良
子
さ
ん
が
自
宅

裏
に
小
さ
な
絵
本
館
「木
い
ち
ご
」

を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤
さ
ん
は
長
年
、
保
育
の
仕

事
さ
れ
て
い
た
中
で
、
子
ど
も
が

よ
い
絵
本
に
出
会
う
こ
と
が
ど
ん

な
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
、
し
か

も
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と

一

緒
に
共
感
で
き
る
こ
と
が
子
ど
も

に
と

っ
て
い
か
に
大
切
な
こ
と
で

あ
る
か
を
強
く
感
じ
て
こ
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
絵

本
館

（子
ど
も
文
庫
）
を
開
き
、
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
地
域
の
み
な

さ
ん
に
育
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

開
館
日
は
第
二
・
四
の
十
曜
日

で
す
。
高
森
小
学
校
の
読
書
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
の
み
な
さ
ま
方
も
、
ボ

』

ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
ご
協
力
い
た

も据

だ
い
て
お
り
、
「お
は
な
し
会
」
等

芝柵

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ミ

ニ

で
　
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
予
定
さ
れ
て

〈燃
　
い
る
よ
う
で
す
。

し

誌
　
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を

陸

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
お

如

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
　
後
藤
良
子
さ
ん

高
森
町
旭
通
　
ＴＥＬ
２
・１
０
４
９

町内の先生方阿蘇郡教育論文で 多数上位入賞
平成 12年度の阿蘇郡教育論文の審査が行われ本町の学校・先生方が上位入賞を果たされました。毎年本町の
先生方は教育上での課題を取 りまとめられこの論文に応募されています。今年度 も授業や生徒指導を終えた放課

後や自宅での論文作成に熱心に取り組まれて多くの出品があったようです。上位入賞者は次のとおりです。この

ほか佳作で共同グループの部に5つの学校・グループ、個人の部に8つの作品が入賞されました。

(5)

「木いちご」の名は本も野山で遊ぶのも
大好きでとの思いからつけられました。

(16)

ヽ
ン
/

賞 出 品 者 分 野 名 論 文 題 名

共
同

・
グ
ル
ー
プ
の
部

特 選 草部南部小学校 国語 自分思いをいきいきと伝え合う子どもの育成をめざして

準特選 高森東中学校 健康教育 「環境問題に向き合い、地域に働きかける実践力を持つ生徒の育成」

～大地の声を聞き、大地の声に応えよう～

人選 高森中学校 道徳教育 「思いや りの心を持ち、自他を尊重する生徒の育成」

～生きる力を育む道徳教育めざして～

入選 草部南部小学校

佐藤・福田・鈴木

総合的な学習 地域に根ざした総合的な学習の実践

個
人
の
部

特 選 高森東中学校

教諭 岩根 元
保健体育 スポーツライフの実現をめざし、主体的に運動に取 り組む生徒の育成

～課題追求学習・ライフスキル・体力の向上の実践を通して～

奨励賞 高森小学校

講師 下村昌夫

生徒指導 基本的な生活習慣の定着を目指して

～あいさつからはじまる生徒指導～

ヽ
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愛
さ
れ
る
広
報
づ
く
リ
ヘ
　
　
　
　
　
古
　
澤
　
建
　
生
　
（現
企
画
係
長
）

（広
報
た
か
も
り
担
当
　
昭
和
６２
年
８
月
１
日
～
平
成
３
年
６
月
３０
日
担
当
）

広
報
高
森
の
発
行
五
百
号
。
記
念
す
べ
き
２
０
０
１
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
歴
代
担
当
者
と
し
て
こ

の
場
に
そ
の
思
い
を
記
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
た
い
へ
ん
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

私
が
担
当
し
た
の
は
昭
和
六
十
二
年
八
月

一
日
か
ら
平
成
三
年
六
月
二
十
日
ま
で
の
三
年
と
十

一
ヶ
月
。

広
報
に
関
し
て
右
も
左
も
、
そ
し
て
東
も
西
も
ま

っ
た
く
未
知
の
分
野
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
時
、
そ

の
不
安
と
戸
惑
い
に
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

さ
て
、
担
当
し
た
の
は
約
四
年
と
い
う
期
間
で
し
た
が
、
こ
の
間
に
取
材
を
通
し
て
最
も
印
象
深
く
心
に

残

っ
て
い
る
二
つ
の
出
来
事
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
の
時
間
雨
量
九
十
九
ミ
リ
と
い

う
記
録
的
な
集
中
豪
雨
が
発
生
、
冬
野
地
区
を
は
じ
め
草
部
南
部
地
区
に
死
者
三
名
、
田
畑
の
被
害
三
十
億

円
と
い
う
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
道
な
き
道
を
歩
い
て
被
害
状
況
を
取
材
し
た
こ
と
。
二
つ
目
は
平
成

元
年
十
月
の
阿
蘇
山
噴
火
に
よ
る
「
ョ
ナ
」
（火
山
灰
）
の
降
灰
。
白
い
粉
雪
な
ら
ぬ
灰
色
の
粉
雪
が
舞
う
と
い

う
中
で
、傘
を
さ
し
て
レ
ン
ズ
を
拭
き
な
が
ら
カ
メ
ラ
そ
し
て
ビ
デ
オ
に
そ
の
様
子
を
収
め
た
こ
と
で
す
。

あ
れ
か
ら
十
年
、
広
報
と
い
う
仕
事
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
と
い
う
と
、
「愛
さ
れ
る
広
報
づ
く
り
」
の
大

切
さ
、
そ
し
て
「人
と
の
出
会
い
、
人
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
町
内
外
の
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で

た
く
さ
ん
の
方
々
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
今
日
に
お
い
て
も
行
政

マ
ン
と
し
て
大
き
な
収
穫
で

あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
き
な
升
目
の
原
稿
用
紙
、
そ
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト
編
集
、
モ
ノ
ク

ロ
写
真
の
現
像
か
ら
焼
付
け
に
始
ま

っ

た
業
務
。
後
に
ワ
ー
プ

ロ
に
よ
る
レ
イ
ア
ウ
ト
編
集

へ
の
移
行
等
さ
ま
ざ
ま
な
経
過
を
た
ど
り
、
現
在
で
は

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
編
集
と
大
き
な
進
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
記
念
す
べ
き
五
百
号
を
機
に
町
民

の
皆
さ
ん
に
「愛
さ
れ
る
広
報
」
と
し
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
・発
展
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

髪]h
昭
和
三
十
四
年
八
月

一
日
に
「町
政
だ
よ
り
」
第

一
号
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
「広
報
た
か
も

り
」
は
、
平
成
十
三
年
四
月
五
日
発
行
の
今
月
号
が

つ
い
に
五
〇
〇
号
と
な
り
ま
し
た
。
専
任
と

し
て
担
当
さ
れ
た
五
名
の
方
に
思
い
出
を
投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
報
誌
づ
く
り
の
思
い
出
　
　
　
　
　
山石
　
下
　
弘
　
〓
一

（平
成
十
二
年
二
月
二
十

一
日
退
職
）

（広
報
た
か
も
り
担
当
　
昭
和
４６
年
７
月
１
日
～
昭
和
５８
年
８
月
９
日
担
当
）

昭
和
四
十
六
年
の
機
構
改
革
で
文
書
広
報
係
が
新
設
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
行
政
広
報
と
無
関
係
だ
っ
た
私
に

と
っ
て
、
全
く
無
我
夢
中
か
ら
の
始
ま
り
で
し
た
。当
時
の
広
報
誌
は
ガ
リ
版
印
刷
か
ら
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の

活
版
に
移
っ
た
ば
か
り
で
、
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
全
体
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
親
し
み
の
あ
る

広
報
誌
に
と
現
在
の
冊
子
タ
イ
プ
に
変
更
。
わ
か
り
や
す
い
文
章
、
見
出
し
に
気
を
使
う
と
と
も
に
季
節
の

話
題
や
、
カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ
を
で
き
る
だ
け
取
り
入
れ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。
企
画
か
ら
原
稿
づ
く
り
、

レ
イ
ア
ウ
ト
、校
正
な
ど
、決
め
ら
れ
た
時
間
で
の
作
業
は
毎
日
、
毎
月
が
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
。
し
か

し
、う
れ
し
い
こ
と
に
昭
和
五
十
年
、第
十
九
回
熊
日
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

一
席
を
受
賞
。
そ
れ
ま
で
の
苦
労

が
、
報
わ
れ
て
大
き
な
喜
び
を
感
じ
た
時
で
も
あ
り
、
悩
み
の
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
企
画
連

載
、
「町
の
新
婚
さ
ん
」
「高
森
の
歴
史
」
「高
森
の
民
話
」
や
適
宜
催
し
た
、
「広
報
座
談
会
」
な
ど
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

広
報
誌
づ
く
り
の
思
い
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
秀
　
希
　
（現
住
民
生
活
課
長
）

（広
報
た
か
も
り
担
当
　
昭
和
５８
年
８
月
１０
日
～
昭
和
６２
年
７
月
３１
日
担
当
）

私
が
広
報
統
計
係
を
し
て
い
た
昭
和
六
十

一
年
頃
は
、
オ
フ
セ
ッ
ト
（平
板
）
印
刷
も
普
及
し
て
い

ま
し
た
が
、
「広
報
た
か
も
り
」
は
Ｂ
五
版
の
活
版
黒
刷
り
。
今
の
よ
う
に
Ａ
四
版
の
カ
ラ
ー
刷
り
な
ど

思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
写
真
は
当
然
自
黒
。
カ
ラ
ー
写
真
が
主
流
の
時
代
に
な

っ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
撮
影
し
た
フ
イ
ル
ム
を
現
像
し
、
印
画
紙
に
焼
き
付
け
る
と
い
っ
た
作
業
も
当
然
自
分
で

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
像
液
は
二
十
度
と
い
う
原
則
が
あ
る
た
め
、
夏
と
冬
は
大
変
な
作
業
で

す
。
冬
は
ス
ト
ー
ブ
で
温
度
を
上
げ
る
こ
と
は
割
と
容
易
で
し
た
が
、
夏
は
大
変
な
作
業
で
す
。
氷
で

現
像
液
を
冷
ま
す
も
の
の
、
暗
室
の
中
は
、
締
め
切

っ
て
い
る
た
め
二
十
度
を
超
え
る
室
温
に
な
り
、

汗
を
か
き
な
が
ら
の
作
業
が
半
日
ほ
ど
続
き
ま
す
。

現
在
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
広
報
誌
が
届
け
ら
れ
て
お
り
目
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
カ

ラ
フ
ル
な
誌
面
を
み
る
と
、
時
々
音
の
作
業
を
思
い
出
し
ま
す
。

広
報
の
思
い
出橋
　
本
　
和
　
則
　
（現
農
業
振
興
係
長
）

（広
報
た
か
も
り
担
当

平
成
３
年
７
月
１
日
～
平
成
６
年
３
月
３１
日
）

私
の
苦
手
な
こ
と
の

一
つ
に
作
文
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
日
記
や
作
文
で
、
思

っ
て
い
る
こ
と
を
文
章

に
す
る
の
に
苦
労
し
て
き
ま
し
た
。
『広
報
担
当
』
の
辞
令

を
受
け
た
時
、
自
分
に
広
報
誌
づ
く
り
が
で
き
る
か
不
安

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
今
回
、
記
念
す
べ
き
五
〇
〇
号
と

発
行
と
い
う
こ
と
で
、
二
年
八
ヶ
月
と
短
い
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
中
継
ぎ
で
や
れ
た
こ
と
が
今
で
は
誇
り
に
思

え
ま
す
。
町
村
合
併
が
叫
ば
れ
る
中
、
高
森
の
歴
史
や
出

来
事
が
凝
縮
さ
れ
た
広
報
誌
を
今
後
も
楽
し
み
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

□
魁
轡
棚
』
日
澳
肖
一

●

《
同
和
問
題
や
人
権
問
題
を
め
ぐ
る
取
り
組
み
は
ど
う
な

っ
て
い
く
の
で
す
か
？
》

人
権
啓
発
シ
リ
ー
ズ

ｏ・
‐ＭＮ

世
界
で
は
、
三
度

の
世
界
大
戦
後
も
依
然
と
し
て
地
域
紛
争
が

多
発
し
、
多
く

の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
人

種
や
民
族

の
対
立
や
偏
見
、
そ
し
て
差
別

の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
な
か
で
、
人
類
は

「平
和

の
な

い
と
こ
ろ
に
人
権
は
存
在
し

得
な

い
」
、
「人
権
の
な

い
と
こ
ろ
に
平
和
は
存
在
し
得
な

い
」
と

い

う
大
き
な
教
訓
を
得
ま
し
た
。

今
や
、
人
権

の
尊
重
が
平
和

の
基
礎

で
あ
る
と

い
う

こ
と
が
世

界

の
共
通
認
識

に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
味

に
お

い
て
、
二
十

一
世
紀
は
「人
権

の
世
紀
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
権
と
は
、
自
己
実
現
と
幸
福
追
求
の
た
め
の
権
利
で
す
。
人
権

は
学
ん
で
知
る
知
識
で
は
な
く
、
人
が
い
る
と
こ
ろ
な
ら
ど
こ
に

で
も
あ
る
、
人
と
人
の
基
本
的
関
係
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
め
ざ
す
こ
と
が
重
要
で

す
。ま

た
、
偏
見
を
持

っ
た
人
を
説
得
し
た
り
、
弱
い
立
場
の
人
々
が
、
社
会
参
加
の
た
め
の
知
識
・技
能
等
を

身
に
つ
け
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
エ
ン
パ
ヮ
ー
メ
ン
ト
す
る
こ
と
を
実
現
し
て
い
く
な
ど
、
人
権
の
知
識
を
行

動
に
つ
な
ぐ
ス
キ
ル
（技
能
）
を
具
体
的
に
育
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
　
社
会
的
弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
人
々
に
対
す
る
私
た
ち
の
態
度
の
あ
り
方
で
す
。
「か
わ

い
そ
う
」
「気
の
毒
」
と
い
う
哀
れ
み
や
同
情
で
は
な
く
、
対
等
、
平
等
の
関
係
で
共
生
す
る
と
い
う
態
度
で
社

会
と
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
す
。

わ
が
国
固
有

の
人
権
問
題
で
あ
る
同
和
問
題
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人
権

の
侵
害

に
か
か
る
深
刻

か

つ
重
大
な
問
題
で
す
。
同
和
問
題
は
多
く

の
人
々
の
努
力

に
よ

っ
て
、
解
決

に
向
け
て
進
ん
で
い
る
も

の

の
、
残
念
な
が
ら
依
然
と
し
て
わ
が
国
に
お
け
る
重
要
な
課
題
と
言
わ
ざ
る
得
ま
せ
ん
。

そ
の
解
決

に
は
、
基
本
的
人
権
を
保
障
さ
れ
た
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身

の
課
題
と
し
て
、
同
和

問
題
を
人
権
問
題
と

い
う
本
質
か
ら
捉
え
、
解
決
に
向
け
て
努
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係
　
　
ＴＥＬ
２
・１
１
１
１
　
（内
線
１
３
２
）

※
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
誰
で
も
潜
在
的
に
持

っ
て
い
る
パ
ワ
ー
や
個
性
を

た

た

き
と
息
吹
か
せ
る
こ
と
。

■

１

（
（

（嘲

，

助ヽ
一

′
理

●

ご存知ですか ?

公共的施設の整備をされる場合は町単独の補助が受けられます。

補助の内訳一覧

彙

"も
リ

:かもり・・1

■ D

左上から創刊号・100号・200号・300号、左下から
400号、A4版第 1号、デザイン変更号2部

※事業をされる場合は、起工の前年度 12月 末日までに申請書を提出し、あらかじめその承認を
受ける必要がありますので、事前に担当課までご相談 ください。

ただし、申請多数の場合は予算の状況等により採択されない場合があります。

難
し
さ
と
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
広
報
誌
づ
く
り
　
　
山石
　
下
　
公
　
治
　
（現
固
定
資
産
税
係
長
）

（広
報
た
か
も
り
担
当
　
平
成
６
年
４
月
１
日
～
平
成
９
年
３
月
３１
日
担
当
）

私
の
担
当
期
間
の
間
、
そ
れ
ま
で
の
広
報
誌
担
当
者
の
悲
願
で
あ

っ
た
「表
紙
カ
ラ
ー
化
と
Ａ
４
判

化
」
そ
し
て
、省
力
化
と
費
用
削
減
を
目
的
と
し
て
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
原
稿
を
作
成
す
る
「Ｄ
Ｔ
Ｐ
」

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

本
町
に
は
毎
月
の
誌
面
に
入
り
さ
れ
な
い
ほ
ど
に
ソ
フ
ト
面
と

ハ
ー
ド

面
、
そ
し
て
人
的
、
物
的
に
も
素
晴
ら
し
い
素
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、家
庭
教
育
の
大
切
さ

を
う

っ
た
え
、
み
ん
な
で
認
め
合
い
、
誇
り
合
う
中
か
ら
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
と
、
「掘

り
起
こ
し
」
に
私
な
り
に
取
り
組
ん
だ
つ
も
り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
に
難
し
く
個

人
的
に
も
負
担
が
増
大
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
取
材
で
の
町
民
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
で

や
り
が
い
と
楽
し
さ
も
感
じ
る
有
意
義
な
３
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。
「広
報
た
か
も
り
」
の
今
後
益
々

の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

補助対象事業 事 業 の 内 訳 限度額 補助率

消防施設整備事業 ポンプ格納庫、防火水槽等消防施設の新設・改良に要する工費 150万 円 2/3以内

道路橋梁整備事業 地方開発のため必要な道路、橋梁の新設改良に要する工費 100万 円 5/10以内

生活環境整備事業 地域住民の福祉生活の向上のための飲料水供給施設、下水道

施設の整備に要する工費
150万 円 5/10以内

集会所の整備事業 集会所整備事業に要する工費 300万 円 4/101ソ、1内

街路灯の整備事業 街路灯整備事業に要する工賃。ただし5戸以上による街路灯

設置組合を設立し、その維持管理及び目的等を定めた規約を

設けることとする

150万 円 5/10以内

その他公共的事業 その他町長が特に必要と認めた事業 町長が定める額 町長が定める率

(6)(15)
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「ひ
の
く
に
新
世
紀
総
体
」

総
合
開
会
式

一
般
観
覧
者
募
集

八
月

一
Ｈ
に
開
催
さ
れ
る

「ひ

の
く
に
新
世
紀
総
体
」
総
合
開
会

式
の

一
般
観
覧
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
一
万
二
千
人

■
入
場
料
　
無
料

■
募
集
期
間
　
四
月
十
六
日
（月
）

～
五
月
二
十

一
日
（本
）

■
問
い
合
わ
せ

平
成
十
三
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
熊
本
県
実
行
委
員
会

事
務
局

ＴＥＬ
０
９
６

（３
８
３
）
１
１
１
１

（内
線
６
７
９
５
）

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は

お
早
め
に
―

平
成
十
三
年
度
労
働
保
険
料
の

申
告

・
納
付
は
、
四
月

一
日
か
ら

五
月
二
十

一
日
ま
で
と
な

っ
て
い

ま
す
。
労
働
保
険
は
農
林
水
産
事
業
の

一
部
を
除
き
、　
一
人
で
も
労
働
者

を
雇
用
さ
れ
ま
す
と
強
制
適
用
と

な

っ
て
い
ま
す
。

加
入
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

場
合
も
速
や
か
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

ＴＥＬ
０
９
６

（２
１
１
）
１
７
０
２

彗
亀

ｙ
¨

ｒ
　
■
『

´
ζ
■
．

青
年
海
外
協
力
隊
員
は
国
際
協

力
事
業
団
が
実
施
し
て
い
る
国
の

事
業
で
す
。
開
発
途
上
国
の
人
々

の
新
し
い
国
づ
く
り
の
た
め
に
あ

な
た
の
可
能
性
を
試
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
国
際
協
力
事
業
団
で
は
平
成
十

三
年
度
春
の
募
集
と
し
て
、
農
林

水
産
か
ら
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

約
百
四
十
職
種
に
わ
た
る
約
八
百

名
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
満
二
十

歳
以
上
満
三
十
九
歳
ま
で
の
日
本

国
籍
を
持
つ
方
な
ら
誰
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

派
遣
国
約
六
十
力
国
。

（ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、
中
近

東
、
大
洋
州
、
東
欧
）
派
遣
期
間

は
二
年
間
。

な
お
、
募
集
説
明
会
が
四
月
十

三
日

（金
）
、
五
月
十
六
日

（水
）

に
熊
本
市
産
業
文
化
会
館
で
実
施

さ
れ
ま
す
。
時
間
は
午
後
六
時
三

十
分
か
ら
と
な

っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は

熊
本
県
環
境
生
活
部

国
際
課
国
際
協
力
班

ＴＥＬ
０
９
６

（３
８
７
）
１
１
１
１

（内
線
３
１
９
０
）

県
で
は
県
政
モ
ニ
タ
ー
制
度

に

か
え
、
各
地
域
に
お
け
る
県
政

の

課
題
等

に
つ
い
て
ご
意
見
、
ご
提

案
を

い
た
だ
く
た
め
、

「阿
蘇
地

域
県
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
を
新
た

に
設
置
し
ま
す
。

■
主
な
仕
事
　
年
数
回
の
会
議
に

出
席
し
、
地
域

の
問
題
や
課
題
な

ど
に
つ
い
て
ご
意
見

・
ご
提
案
を

い
た
だ
き
ま
す
。
平
成
十
三
年
度

は

「町
村
合
併
」
を
中
心
に
意
見

交
換
等
を
実
施
予
定
。

■
応
募
資
格
　
二
十
歳
以
上

（平

成
十
三
年
四
月

一
日
現
在
）
で
阿

蘇
地
域

に
お
住
ま

い
の
方
。
た
だ

し
、
常
勤

の
公
務
員
や
議
会
議
員

の
方
な
ど
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

■
選
考
結
果
　
五
月
中

に
応
募
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
十
二
名
程
度

■
応
募
方
法
　
応
募
理
由
を
四
百

字
詰
め
原
稿
用
紙

一
枚
以
内
に
記

入
の
う
え
、
住
所

。
氏
名

。
年
齢

・

職
業
及
び
電
話
番
号
を
明
記
し
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り
　
平
成
十
三
年
四
月

二
十
七
日

（金
）
（当
日
消
印
有
効
）

■
宛
先

・
問
い
合
わ
せ
は
先

〒
８
６
９

・
２
６
１
２

阿
蘇
郡

一
の
宮
町
宮
地
２
４
０
２

阿
蘇
地
域
振
興
局
振
興
調
整
室
内

「阿
蘇
地
域
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
係

ＴＥＬ
０
９
６
７

（２
２
）
１
１
１
１

（内
線
３
９
１
）

キ
ー

・
カ
レ
ー

・
生
あ
げ

・
慢
頭

・

餅

・
コ
ン
ニ
ャ
ク

・
焼
き
そ
ば

・

バ
フ
ン
お
に
ぎ
り

，
ぜ
ん
ざ
い

・

ホ
ル
モ
ン
）
◆
餅

つ
き
コ
ー
ナ
ー

◆
風
鎮
太
鼓
演
奏
　
◆
高
森
社

中

（に
わ
か
）
◆
味
噌
の
つ
め
放

題
　
◆
高
校
総
体
Ｐ
Ｒ
Ｔ
シ
ャ
ツ

国
家
公
務
員
の
採
用
試
験
の
受

験
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

☆
―
種
試
験

【受
験
資
格
】
　

　

昭
和
四
十
三

年
四
月
二
日
～
昭
和
五
十
五
年
四

月

一
日
生
ま
れ
の
者
（特
例
あ
り
）

【申
込
み
受
付
期
間
】

郵
送
　
四
月
三
日

（火
）

～
五
月
十
日

（本
）

持
参
　
五
月

一
日

（火
）

～
五
月
十
日

（本
）

【第

一
次
試
験
日
】

六
月
十
日

（日
）

☆
＝
種
試
験

【受
験
資
格
】
　

　

昭
和
四
十
七

年
四
月
二
日
～
昭
和
五
十
五
年
四

月

一
日
生
ま
れ
の
者

（特
例
あ
り
）

【申
込
み
受
付
期
間
】

郵
送
　
四
月
二
日

（火
）

～
五
月
十
日

（本
）

持
参
　
五
月

一
日

（月
）

～
五
月
十
日

（本
）

【第

一
次
試
験
日
】

七
月

一
日

（日
）

【問
い
合
わ
せ
先
】

人
事
院
九
州
事
務
局

採
用
試
験
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

ＴＥＬ
０
９
２

（４
３
１
）
８
１
７
３

は

じ

め

ま

し

て

熊
本
日
日
新
聞
社

高
森
支
局
長
　
小
山

卑斗
卑

鷲難添瀬
紺 ヤ
'1

0

今回の新企画、味噌のつめ放題大会

..1k

■
貯
晨
ヽ

青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集
　
　
　
阿
蘇
地
域
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
　
　
国
家
公
務
員
採
用
試
験

●   ●

●   ●

ん
の

協
力
|こ

よ
り
開
催
で
き
ま
し

出
店

コ
|

ナ
|

紹
介

た 町
く 観
さ 光
ん 協
の 会
個 会
人 員
。は
団 も
体 ち
の ろ
皆 ん
さ 
｀

鐘 |1畿骰菫鸞

新酒コーナーには人だかり

肥後牛の丸焼きや田楽等に長蛇の列

農業コンクール表彰 (地域貢献賞)

。また、昭和 61年 には里予
4年の阿蘇南農協の

婦人会はホルモンとのつぺ汁担当

蘇 ハ 乾 駅 鶏 ◆ お ◆ た
物 ム 物 弁 焼 ゃ に 新

°

産 ・ ・ △ き ま ぎ 酒
館 ソ醤 9 め リコ
1油 璽 ◆   l
◆ セ ・告 焼 ◆ ◆ ナ
模 l漬 ロロき赤 豚 l

擬 ジ け 貧 お 牛 汁
店 ・ 物

′
あに 焼  ◆V・
/′ ぎ肉◆ だ

‐

⌒◆ 清 ビ リ 田 ご
ク奥酒 う ◆ 楽汁
ツ阿 ・・◆ 地
濠麟厖艤畿鍵褻置[撃:露覇 態卜鐵爾議麟ま|||II糠::鑢饉蒻鰺鷲磯雛

林

の は

等 が

ψレ
オふ

去
る
二
月

一
日
付

の
異
動

で
高
森
支
局
に
赴
任
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

入
社
し
て
十
年
で
す
が
、

異
動
ま
で
の
六
年
間
は
、
本

社

の
写
真
部
と

い
う
部
署
に

在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

名

の
通
り
、
写
真
を
撮
る
の

が
主
な
仕
事
。
事
件
や
事
故

は
も
ち
ろ
ん
、
祭
り
、
動
植
物
、

料
理
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
対
象

は
幅
広
い
も
の
で
す
。

そ
ん
な
経
験
が
支
局
で
役

立

つ
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、

高
森
町
の
写
真
が

一
枚

で
も

多
く
紙
面
を
飾
る
よ
う
、
頑

張
り
た

い
と
思

い
ま
す
。
た

だ
し
支
局

の
管
轄
は
、
皆
さ

ん

ご
存
知

の
よ
う

に
高
森
警

察
署
と
同
じ
五
町
村
。
た

っ

た

一
人
で
カ
バ
ー
し
ま
す
の
で
、

時
に
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

無秩序に建設されることによつて、周囲の農業生

産に悪影響を及ぼさないように調整を図るためです。

農地の所有者自らが転用を行う場合は農地法第

4条、農地を持っていない人などが転用を目的に
農地を買ったり借 りたりする場合は農地法第 5条
の許可が必要です。

許可を受けないで転用した場合には、厳しい罰

則をもとに原状 |:可復を含めた是正指導が行われます。

近年山林等への転用が無届で行われているケー

スが多く見受けられます。必ず、農業委員会へ届

出を行い、許可を受けましょう。

詳しいお問い合わせは農業委員会事務局まで

TEL2-1111(内 線 151)

役場の支払日 4/16(月 )4/25(フk)5/15(火) 時間 10時から15時まで (18)(3)

―
■
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皆
さ
ん
の
協
力
で

円
滑
な
調
査
を

地
籍
調
査
を
実
施
す
る
う
え
で

最
も
重
要
な
こ
と
が
筆
界
確
認
作

業
で
す
。
土
地
の
所
有
者
で
あ
る

皆
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
は
、
こ

の
大
事
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。
町
で
は
毎
年
実
施

す
る
地
区
か
ら
推
進
委
員
を
選
ん

で
い
た
だ
き
、
本
事
業
を
進
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ま
に
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ｆ

県
協
会
理
事
　
三
次
圭
介
氏
を
迎
え

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
講
習
会
と
大
会

①
土
地
の
境
界
確
認
と

杭
う
ち

境
界
を
中
心
に

一
メ
ー
ト
ル
五

十
セ
ン
チ
幅
に
竹
本
な
ど
の
伐
採

や
草
取
り
を
行

い
、
測
量
が
出
来

や
す

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
当
日
は
、
隣
接
所
有
者
と

立
会
確
認
の
う
え
、
筆
界
杭
を
曲

が
り
角
に
し

っ
か
り
打
ち
込
ん
で

く
だ
さ

い
。

②

一
筆
調
査
に
は
必
ず

立
ち
会
い
を

隣
接
所
有
者
と
の
話
し
合
い
が

つ
か
ず
境
界
が
決
定
し
な
い
場
合

は
筆
界
未
定
地
と
し
て
処
理
さ
れ

る
た
め
調
査
完
了
後
は
個
人
の
費

二
月
二
十
四
日
（土
）
、
町
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会

（谷
川
勝
会
長
）

で
は
、
菊
水
中
学
教
諭
で
県
協
会

理
事

の
二
次
圭
介
氏
を
迎
え

て

小
学
生

。中
学
生

。
一
般
を
対
象

に
高
森
中
学
校
体
育
館
で
講
習

会
が
行
わ
れ
、
講
師
の
判
り
や
す

い
実
技
指
導
に
参
加
者
は
熱
心

に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
町
協
会
主

催

の
平
成
十
三
年
第

一
回
高
森

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は

一
般
男
女
四
十
名
、

中
学
生
十
五
名
、
小
学
生
三
十
五

名
計
九
十
名
が
参
加
。
午
前
中
の

講
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
、

和
気
あ
い
あ
い
な
が
ら
に
も
、
熱

の
こ
も

っ
た
試
合
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

用
で
測
量
を
行
い
境
界
を
決
定
し

て
登
記
所
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

円
滑
な
調
査
を
進
め
る
た
め
に

も
、
一
筆
調
査
の
立
ち
会
い
に
は

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
当
日
、
本

人
が
立
会
い
で
き
な
い
場
合
は
必

ず
代
理
人
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼

一
般
の
部
（
一
部
）

津
留
栄
樹
・星
子
洋
実

▼

一
般
の
部
（
二
部
）

古
澤
建
生
・山
本
博
美

▼
中
学
校
女
子
の
部

利
道
亜
弥
・津
留
綾
乃
（高
中
）

▼
中
学
校
男
子
の
部

原
直
生
・甲
斐
賢
史
郎
（高
中
）

▼
六
年
女
子
の
部

山
田
桂
子
・三
井
千
鶴
（高
）

▼
六
年
男
子
の
部

本
田
雅
実
通
・安
藤
浩
樹
⌒東
）

▼
五
年
女
子
の
部

錦
戸
恵
梨
香
・山
田
静
香
（高
）

▼
五
年
男
子
の
部

吉
良
山
秀
樹
・森
隆
志
（東
）

▼
四
年
女
子
の
部

船
山
裕
稀
・内
倉
奈
々
美
（高
）

▼
四
年
男
子
の
部

本
田
晶
裕
・杉
永

一
樹
（高
）

あ
な
た
の
募
金
が

を
つ
く
り
ま
す

肥

後

狂

旬

如

冗
談
だ
ろ
う
　
倒
産
し
と
る
高
利
貸

ぶ
ら
あ

っ
と
　
キ
ン
カ
ン
苗
と
戻
り
よ
る

水

の
泡
　
一意
見
し
た
け
ん
寄
り

つ
か
ん

一
匹
狼
　
恐
ろ
し
か
つ
は
妬

ア
だ
け

水
の
泡
　
軽
率
悔
や
む
隠
し
撮
り

ぶ
ら
あ

っ
と
　
名
水
巡
り
し
よ
り
ま
す

水
の
泡
　
メ
ス
入
れ
て
死
期
早
め
た

つ

ぶ
ら
あ

っ
と
　
野
卓
辞
典
と
お
出
で
と
る

気

の
重
さ
　
連
立
で
泥
か
ぶ
り
よ
る

水

の
泡
　
苦
労
し
て
来
て
粗
大

ご
み

ぶ
ら
あ

っ
と
　
釣
談
義
で
ん
し
て
こ
う
か

水

の
泡
　
人
手
に
渡
る
マ
イ
ホ
ー
ム

冗
談
だ
ろ
う
　
マ
ジ
で
銀
行
ギ

ャ
ン
グ
か
い

葉
に
乗
せ
し
末
の
間
自
き
春
の
雪

音
も
な
く
本
の
芽
促
す
雨
な
ら
ん

ま
ん
さ
く
の
花
は
川
辺
に
香
を
放
つ

キ
然
の
訃
報
に
春
愁
つ
の
り
け
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
通
り
す
が
り
の
春
日
中

初
音
聞
き
今
年
の
幸
を
受
け
し
よ
な

野
火
の
煤
振
舞
酒
の
枡
に
ま
で

春
昼
や
産
声
し
か
と
と
ら
え
け
り

一恭林
林
は
人
を
支
え
て
い
る

ふ
だ
ん
は
あ
ま
り
気
に
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
水
も
空
気

も
、
私
た
ち
人
間
は
当
然

の
よ
う

に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
は
本
当
に
当
た
り
前

の
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

お
い
し
い
水
や
さ
れ

い
な
空
気

は
、
森
林
の
お
か
げ
な
の
で
す
。

森
林
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
陰

か
ら
支
え
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た

ち
は
貴
重
な
財
産
で
あ
る
緑
を
み

ん
な
で
守
り
、
育
て
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

月

　

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

上
井
加
根
女

渡
辺
　
雲
海

林
　
　
不
忘

佐
伯
　
文
雄

浦
塚
　
南
天

桐
原
　
自
酔

岡
本
　
琴
司

堀
田
　
蘇
仙

田
上
黙
公
子

佐
藤
　
重
信

松
野
　
笑
声

馬
原
　
馬
笑

林
田

　

一
声

（高
森
菜
の
花
句
会
）

弥
永
　
ふ
き

内
田
　
フ
ミ

吉
井
千
恵
子

桐
原
と
し
子

後
藤

つ
み
子

林
　
　
久
恵

山
村
ふ
み
子

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

平
成
十
三
年
度
は
大
字
津
留
の
市
街
地
及
び

そ
の
周
辺
を
実
施
　
　
（地
籍
調
査
）

町
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら

「地
籍
調
査
」
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
高
森
、
色
見
地
区
及
び
大
字
河
原
と
大
字
尾
下
の

調
査
が
完
了
、
昨
年
は
大
字
津
留
の

一
部
を
終
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
大
字
津
留

一

の
下
ノ
津
留
、
澤
津
、
上
鳥
越
、
下
鳥
越
、
自
石
、
奥
白
石
、
前
白
石
、
後
迫
、
前

迫
、
向
道
岸
、
年
ノ
神
、
元
道
岸
、
堤
ノ
頭
、
宮
園
、
川
田
代
、
上
ノ
津
留
、
堂
ノ

迫
、
高
尾
立
、
塔
ノ
本
、
城
ノ
越
、
岩
ノ
上
、
高
群
、
向
高
群
、
横
尾
野
、
水
ノ

元
、
坂
ノ
上
、
奥
蓄
女
荒
、
前
蓄
女
荒
、
大
久
保
、
痣
原
の
三
十
字
、
三
、
八
五
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
調
査
す
る
予
定
で
す
。

ゝ __預

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中
。

一
瞬

の
火
に
た
じ
ろ
ぎ

つ
芝
を
焼
く

先
月
号
の
俳
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

灯
を
消
せ
ば
星
降
る
窓
に
寒
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
法
龍

二次氏の判りやすい実技指導

□圏圏■漑隕緻

●  ●

● ●

※
高

＝
高
森
小

・東
＝
高
森
東
小
　
　
　
　
俳
肝
　

　

　

　

〔
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みどりの週間
4月23日～29日

おいしい水、 されいな空気・・・。

その源は森の緑です。

私たちの健康に密接にかかわ る大切な緑を

守 るために、 「緑の募金」にご協力 ください。

今年 も4月 23日 ～29日 を強調週間として、

全国で募金運動やイベントが行われます。

こんな役割もあ ります

●森林には、二酸化炭素を吸収し、畜える働

きがあります。地球温暖化防止にとても貢献

してくれます。

●森林資源は、再生可能な資源です。良質な

木材からつ くられる住宅をはじめとする木製

品は、わたしたちの暮らしを支え、ぬくもり

を与えてくれます。

小
さ
き
掌

の
受
け

山
笑
う
日
も
あ
り

こ
ぼ
る
る
雛
あ
ら
れ

さ
す
風
も
あ
り

4

膚1手
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bムまうの

で
す
も
の
ね
・

ラ
れ
し
り
ゎ

C子

お

す

ヽヽヽ

，

′

志
「●
浄
と
，

〕彎
の
子 ん
だ

で

」
わ

β
′

ねわ
え
３

大
会
結
果
　
（優
勝

の
み
掲
載
）
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堕a』
風χ昴聰

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
く
さ
ん
の
思
い
出
あ
り
が
と
う

各
学
校
で
卒
業
式

「絵
本
は
、
深
く
感
じ
、
深
く
思
い
、

深
く
考
え
る
場
と
機
会
を
子
ど
も
の
生
活

の
中
に
つ
く
り
出
す
も
の
と
し
て
意
義
が

あ
る
。
」

（松
井
直
氏
）
が
言

っ
て
い
ま

す
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
に
と

つ
て
、
絵
本

の
楽
し
さ
が
心
の
健
や
か
さ
を
保

っ
て
い

三
月
十
四
日
に
は
町
内
の
三
中
学
（高
森
東
中
、
草
部
中
、
高
森
中
）
、
二
月
二
十
三
日
に
は
五
つ
の
小
学
校
（高
　
　
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
？

森
小
、
上
色
見
小
、
色
見
小
、
草
部
南
部
小
、
高
森
東
小
）
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
・生
徒
た
ち
は
後
輩
や

先
生
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
も
元
気
よ
く
母
校
を
飛
び
立

っ
て
い
き
ま
し
た
。

高
森
中
学
校
（村
上
邦
男
校
長
）
の
卒
業
式
は
、
村
上
校
長
か
ら
卒
業
証
書
を
卒
業
生
八
十
八
名
に

一
人
ひ
と
り

授
与
。
楽
し
か
っ
た
学
校
行
事
や

一
生
懸
命
頑
張
っ
た
部
活
動
な
ど
の
思
い
出
に
浸
り
な
が
ら
の
卒
業
式
。

一
方
、
上
色
見
小
学
校
（志
崎
大
東
校
長
）
の
卒
業
式
で
は
オ
ペ
レ
ツ
タ
で
在
校
生
と
卒
業
生
と
が
思
い
出
を
語

り
、
楽
し
か

っ
た
こ
と
や
辛
か

っ
た
こ
と
な
ど
の
思
い
に
、
児
童
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
保
護
者
や
先
生
た
ち
の
あ

い
だ
に
も
涙
を
浮
か
べ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

証
　
　
付

認
　
　
送

覧
　
　
の
　
　
所

―
）
閲
―
）
事
―
）
記

本
　
　
知
　
　
登

⑥

　

⑦

　

③

地籍調査はこのようにして

進められます

①地区説明会
|

▼

②一筆地調査
|

V

●   ●

●   ●

③測量
|

V

④面積測定
|

V

⑤地籍簿。地籍図の作成

※皆さんに足を運んでいただくのは

①②⑥です。

その都度、ご通知いたします。

平成 13年度に行われる調査区域
(大字津留の一部)

詳しくは 役場 企画観光課 地籍調査係まで TEL2-1111(内 線214・ 215)

町内の先生方阿蘇郡教育論文で 多数上位入賞
平成 12年度の阿蘇郡教育論文の審査が行われ本町の学校・先生方が上位入賞を果たされました。毎年本町の
先生方は教育上での課題を取 りまとめられこの論文に応募されています。今年度も授業ゃ生徒指導を終えた放課

後や自宅での論文作成に熱心に取 り組まれて多くの出品があったようです。上位入賞者は次のとおりです。この

ほか佳作で共同グループの部に5つの学校・グループ、個人の部に8つの作品が入賞されました。

一
　

旭
通

の
後
藤
良
子
さ
ん
が
自
宅

一
裏

に
小
さ
な
絵
本
館

「本

い
ち
ご
」

一
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

一
　

後
藤
さ
ん
は
長
年
、
保
育

の
仕

一
事
さ
れ
て
い
た
中

で
、
子
ど
も
が

一
よ

い
絵
本
に
出
会
う
こ
と
が
ど
ん

一
な

に
す
ば
ら
し

い
こ
と
か
、
し
か

一一
も
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と

一

緒
に
共
感
で
き
る
こ
と
が
子
ど
も

に
と

っ
て
い
か
に
大
切
な

こ
と
で

あ
る
か
を
強
く
感
じ
て
こ
ら
れ
た

そ
う

で
す
。
そ
ん
な
思

い
か
ら
絵

本
館

（子
ど
も
文
庫
）
を
開
き
、
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
地
域

の
み
な

さ
ん
に
育
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

開
館
日
は
第

二
・
四
の
土
曜
日

で
す
。
高
森
小
学
校

の
読
書
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
の
み
な
さ
ま
方
も
、
ボ

”

ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
ご
協
力

い
た

も据

だ
い
て
お
り
、
「お
は
な
し
会
」
等

芝

柵
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、ミ
ニ

で
　
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
予
定
さ
れ
て

除
　
い
る
よ
う
で
す
。

認
　
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を

眺

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

如
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
　
後
藤
良
子
さ
ん

高
森
町
旭
通
　
ＴＥＬ
２
・１
０
４
９ 「木いちご」の名は本も野山で遊ぶのも

大好きでとの思いからつけられました。

「

～

，
ｔ

，

／

１
“
μ

ギ

、「

‥
こ

一
■
ｒ

/

出 品 者 分 里予 名 論 文 題 名

共
同

・
グ
ル
ー
プ

の
部

特 選 卓部南部小学校 国 語 自分思いをいきいきと伝え合う子どもの育成をめざして

準特選 高森東中学校 健 lltttf〕 「環境問題に向き合い、地域に働きかける実践力を持つ生徒の育成」

～大地の声を聞き、大地の声に応えよう～

入 選 高森中学校 道徳教育 「思いや りの心を持ち、自他を尊重する生徒の育成」

～生きる力を育む道徳教育めざして～

入 選 草部南部小学校

佐藤・福田・鈴木

総合的な学習 地域に根ざした総合的な学習の実践

個
人

の
部

特 選 高森束中学校

教諭 岩根 元
保健体育 スポーツライフの実現をめざし、主体的に運動に取り組む生徒の育成

～課題追求学習・ライフスキル・体力の向上の実践を通して～

奨励賞 高森小学校

講師 下村昌夫

生徒指導 基本的な生活習慣の定着を目指して

～あいさつからはじまる生徒指導～

(16)
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愛
さ
れ
る
広
報
づ
く
リ
ヘ
　
　
　
　
　
古
　
澤
　
建
　
生
　
（現
企
画
係
長
）

（広
報
た
か
も
り
担
当
　
昭
和
６２
年
８
月
１
日
～
平
成
３
年
６
月
３０
日
担
当
）

広
報
高
森
の
発
行
五
百
号
。
記
念
す
べ
き
２
０
０
１
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
歴
代
担
当
者
と
し
て
こ

の
場
に
そ
の
思
い
を
記
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
た
い
へ
ん
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

私
が
担
当
し
た
の
は
昭
和
六
十
二
年
八
月

一
日
か
ら
平
成
二
年
六
月
二
十
日
ま
で
の
三
年
と
十

一
ヶ
月
。

広
報
に
関
し
て
右
も
左
も
、
そ
し
て
東
も
西
も
ま

っ
た
く
未
知
の
分
野
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
時
、
そ

の
不
安
と
戸
惑
い
に
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

さ
て
、
担
当
し
た
の
は
約
四
年
と
い
う
期
間
で
し
た
が
、
こ
の
間
に
取
材
を
通
し
て
最
も
印
象
深
く
心
に

残

っ
て
い
る
二
つ
の
出
来
事
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
の
時
間
雨
量
九
十
九
ミ
リ
と
い

う
記
録
的
な
集
中
豪
雨
が
発
生
、
冬
野
地
区
を
は
じ
め
草
部
南
部
地
区
に
死
者
三
名
、
田
畑
の
被
害
三
十
億

円
と
い
う
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
道
な
き
道
を
歩
い
て
被
害
状
況
を
取
材
し
た
こ
と
。
二
つ
日
は
平
成

元
年
十
月
の
阿
蘇
山
噴
火
に
よ
る
「
ョ
ナ
」
（火
山
灰
）
の
降
灰
。
白

い
粉
雪
な
ら
ぬ
灰
色
の
粉
雪
が
舞
う
と
い

う
中
で
、傘
を
さ
し
て
レ
ン
ズ
を
拭
き
な
が
ら
カ
メ
ラ
そ
し
て
ビ
デ
オ
に
そ
の
様
子
を
収
め
た
こ
と
で
す
。

あ
れ
か
ら
十
年
、
広
報
と
い
う
仕
事
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
と
い
う
と
、
「愛
さ
れ
る
広
報
づ
く
り
」
の
大

切
さ
、
そ
し
て
「人
と
の
出
会
い
、
人
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
町
内
外
の
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で

た
く
さ
ん
の
方
々
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
今
日
に
お
い
て
も
行
政

マ
ン
と
し
て
大
き
な
収
穫
で

あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
き
な
升
目
の
原
稿
用
紙
、
そ
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト
編
集
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
現
像
か
ら
焼
付
け
に
始
ま

っ

た
業
務
。
後
に
ワ
ー
プ

ロ
に
よ
る
レ
イ
ア
ウ
ト
編
集

へ
の
移
行
等
さ
ま
ざ
ま
な
経
過
を
た
ど
り
、
現
在
で
は

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
編
集
と
大
き
な
進
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
記
念
す
べ
き
五
百
号
を
機
に
町
民

の
皆
さ
ん
に
「愛
さ
れ
る
広
報
」
と
し
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
・発
展
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

)苗:1
ЫFヨ買
「`ス]

昭
和
三
十
四
年
八
月

一
日
に
「町
政
だ
よ
り
」
第

一
号
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
「広
報
た
か
も

り
」
は
、
平
成
十
三
年
四
月
五
日
発
行
の
今
月
号
が
つ
い
に
五
〇
〇
号
と
な
り
ま
し
た
。専
任
と

し
て
担
当
さ
れ
た
五
名
の
方
に
思
い
出
を
投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
報
誌
づ
く
り
の
思
い
出
　
　
　
　
　
］石
　
下
　
弘
　
〓
一

（平
成
十
二
年
二
月
二
十

一
日
退
職
）

（広
報
た
か
も
り
担
当
　
昭
和
４６
年
７
月
１
日
～
昭
和
５８
年
８
月
９
日
担
当
）

昭
和
四
十
六
年
の
機
構
改
革
で
文
書
広
報
係
が
新
設
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
行
政
広
報
と
無
関
係
だ

っ
た
私
に

と

っ
て
、
全
く
無
我
夢
中
か
ら
の
始
ま
り
で
し
た
。
当
時
の
広
報
誌
は
ガ
リ
版
印
刷
か
ら
タ
ブ

ロ
イ
ド
版
の

活
版
に
移

っ
た
ば
か
り
で
、
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
全
体
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
親
し
み
の
あ
る

広
報
誌
に
と
現
在
の
冊
子
タ
イ
プ
に
変
更
。
わ
か
り
や
す
い
文
章
、
見
出
し
に
気
を
使
う
と
と
も
に
季
節
の

話
題
や
、
カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ
を
で
き
る
だ
け
取
り
入
れ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。
企
画
か
ら
原
稿
づ
く
り
、

レ
イ
ア
ウ
ト
、
校
正
な
ど
、
決
め
ら
れ
た
時
間
で
の
作
業
は
毎
日
、
毎
月
が
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
。
し
か

し
、
う
れ
し
い
こ
と
に
昭
和
五
十
年
、
第
十
九
回
熊
日
広
報
ヨ
ン
ク
ー
ル
で

一
席
を
受
賞
。
そ
れ
ま
で
の
苦
労

が
、
報
わ
れ
て
大
き
な
喜
び
を
感
じ
た
時
で
も
あ
り
、
悩
み
の
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
企
画
連

載
、
「町
の
新
婚
さ
ん
」
「高
森
の
歴
史
」
「高
森
の
民
話
」
や
適
宜
催
し
た
、
「広
報
座
談
会
」
な
ど
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

広
報
誌
づ
く
り
の
思
い
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
秀
　
希
　
（現
住
民
生
活
課
長
）

（広
報
た
か
も
り
担
当
　
昭
和
５８
年
８
月
１０
日
～
昭
和
６２
年
７
月
３１
日
担
当
）

私
が
広
報
統
計
係
を
し
て
い
た
昭
和
六
十

一
年
頃
は
、
オ
フ
セ
ッ
ト
（平
板
）
印
刷
も
普
及
し
て
い

ま
し
た
が
、
「広
報
た
か
も
り
」
は
Ｂ
五
版
の
活
版
黒
刷
り
。
今
の
よ
う
に
Ａ
四
版
の
カ
ラ
ー
刷
り
な
ど

思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
写
真
は
当
然
自
黒
。
カ
ラ
ー
写
真
が
主
流
の
時
代
に
な

っ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
撮
影
し
た
フ
イ
ル
ム
を
現
像
し
、印
画
紙
に
焼
き
付
け
る
と
い
っ
た
作
業
も
当
然
自
分
で

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
像
液
は
二
十
度
と
い
う
原
則
が
あ
る
た
め
、
夏
と
冬
は
大
変
な
作
業
で

す
。
冬
は
ス
ト
ー
ブ
で
温
度
を
上
げ
る
こ
と
は
割
と
容
易
で
し
た
が
、
夏
は
大
変
な
作
業
で
す
。
氷
で

現
像
液
を
冷
ま
す
も
の
の
、
暗
室
の
中
は
、
締
め
切

っ
て
い
る
た
め
三
十
度
を
超
え
る
室
温
に
な
り
、

汗
を
か
き
な
が
ら
の
作
業
が
半
日
ほ
ど
続
き
ま
す
。

現
在
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
広
報
誌
が
届
け
ら
れ
て
お
り
日
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
カ

ラ
フ
ル
な
誌
面
を
み
る
と
、時
々
昔
の
作
業
を
思
い
出
し
ま
す
。

広
報
の
思
い
出橋
　
本
　
和
　
則
　
（現
農
業
振
興
係
長
）

（広
報
た
か
も
り
担
当

平
成
３
年
７
月
１
日
～
平
成
６
年
３
月
３１
日
）

私
の
苦
手
な
こ
と
の

一
つ
に
作
文
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
日
記
や
作
文
で
、
思

っ
て
い
る
こ
と
を
文
章

に
す
る
の
に
苦
労
し
て
き
ま
し
た
。
『広
報
担
当
』
の
辞
令

を
受
け
た
時
、
自
分
に
広
報
誌
づ
く
り
が
で
き
る
か
不
安

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
今
回
、
記
念
す
べ
き
五
〇
〇
号
と

発
行
と
い
う
こ
と
で
、
二
年
八
ヶ
月
と
短
い
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
中
継
ぎ
で
や
れ
た
こ
と
が
今
で
は
誇
り
に
思

え
ま
す
。
町
村
合
併
が
叫
ば
れ
る
中
、
高
森
の
歴
史
や
出

来
事
が
凝
縮
さ
れ
た
広
報
誌
を
今
後
も
楽
し
み
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●

《
同
和
問
題
や
人
権
問
題
を
め
ぐ
る
取
り
組
み
は
ど
う
な

っ
て
い
く
の
で
す
か
？
》

人
権
啓
発
シ
リ
ー
ズ

ｏ・
‐ＮＨ

世
界
で
は
、
二
度
の
世
界
大
戦
後
も
依
然
と
し
て
地
域
紛
争
が

多
発
し
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
人

種
や
民
族
の
対
立
や
偏
見
、
そ
し
て
差
別
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
な
か
で
、
人
類
は
「平
和
の
な
い
と
こ
ろ
に
人
権
は
存
在
し

得
な
い
」
、
「人
権
の
な
い
と
こ
ろ
に
平
和
は
存
在
し
得
な
い
」
と
い

う
大
き
な
教
訓
を
得
ま
し
た
。

今
や
、
人
権
の
尊
重
が
平
和
の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
世

界
の
共
通
認
識
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お

い
て
、
二
十

一
世
紀
は
「人
権
の
世
紀
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
権
と
は
、
自
己
実
現
と
幸
福
追
求
の
た
め
の
権
利
で
す
。
人
権

は
学
ん
で
知
る
知
識
で
は
な
く
、
人
が
い
る
と
こ
ろ
な
ら
ど
こ
に

で
も
あ
る
、
人
と
人
の
基
本
的
関
係
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
め
ざ
す
こ
と
が
重
要
で

す
。ま

た
、
偏
見
を
持

っ
た
人
を
説
得
し
た
り
、
弱
い
立
場
の
人
々
が
、
社
会
参
加
の
た
め
の
知
識
・技
能
等
を

身
に
つ
け
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
エ
ン
パ
ヮ
ー
メ
ン
ト
す
る
こ
と
を
実
現
し
て
い
く
な
ど
、
人
権
の
知
識
を
行

動
に
つ
な
ぐ
ス
キ
ル
（技
能
）
を
具
体
的
に
育
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
　
社
会
的
弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
人
々
に
対
す
る
私
た
ち
の
態
度
の
あ
り
方
で
す
。
「か
わ

い
そ
う
Ｌ
気
の
毒
」
と
い
う
哀
れ
み
や
同
情
で
は
な
く
、
対
等
、
平
等
の
関
係
で
共
生
す
る
と
い
う
態
度
で
社

会
と
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
す
。

わ
が
国
固
有
の
人
権
問
題
で
あ
る
同
和
問
題
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の
侵
害
に
か
か
る
深
刻

か
つ
重
大
な
問
題
で
す
。
同
和
問
題
は
多
く
の
人
々
の
努
力
に
よ

っ
て
、
解
決
に
向
け
て
進
ん
で
い
る
も
の

の
、
残
念
な
が
ら
依
然
と
し
て
わ
が
国
に
お
け
る
重
要
な
課
題
と
言
わ
ざ
る
得
ま
せ
ん
。

そ
の
解
決
に
は
、
基
本
的
人
権
を
保
障
さ
れ
た
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
課
題
と
し
て
、
同
和

問
題
を
人
権
問
題
と
い
う
本
質
か
ら
捉
え
、
解
決
に
向
け
て
努
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係
　
　
ＴＥＬ
２
・１
１
１
１
　
（内
線
１
３
２
）

※
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

・
・
・
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
誰
で
も
潜
在
的
に
持
っ
て
い
る
パ
ワ
ー
や
個
性
を

ふ
た
た
び
生
き
生
き
と
息
吹
か
せ
る
こ
と
。
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ご存知ですか ?

公共的施設の整備をされる場合は町単独の補助が受けられます。

補助の内訳一覧

(15)
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※事業をされる場合は、起工の前年度 12月 末日までに申請書を提出し、あらか じめその承認を

受ける必要があ りますので、事前に担当課 までご相談 ください。

ただし、申請多数の場合は予算の状況等により採択されない場合があります。 左上から創刊号・100号・200号・300号、左下から
400号 、A4版第 1号、デザイン変更号 2部

(6)

難
し
さ
と
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
広
報
誌
づ
く
り
　
　
」石
　
下
　
公
　
治
　
（現
固
定
資
産
税
係
長
）

（広
報
た
か
も
り
担
当
　
平
成
６
年
４
月
１
日
～
平
成
９
年
３
月
３１
日
担
当
）

私
の
担
当
期
間
の
間
、
そ
れ
ま
で
の
広
報
誌
担
当
者
の
悲
願
で
あ

っ
た
「表
紙
カ
ラ
ー
化
と
Ａ
４
判

化
」
そ
し
て
、
省
力
化
と
費
用
削
減
を
目
的
と
し
て
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
原
稿
を
作
成
す
る
「Ｄ
Ｔ
Ｐ
」

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

本
町
に
は
毎
月
の
誌
面
に
入
り
さ
れ
な
い
ほ
ど
に
ソ
フ
ト
面
と

ハ
ー
ド

面
、
そ
し
て
人
的
、
物
的
に
も
素
晴
ら
し
い
素
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
教
育
の
大
切
さ

を
う

っ
た
え
、
み
ん
な
で
認
め
合
い
、
誇
り
合
う
中
か
ら
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
と
、
「掘

り
起
こ
し
」
に
私
な
り
に
取
り
組
ん
だ
つ
も
り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
に
難
し
く
個

人
的
に
も
負
担
が
増
大
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
取
材
で
の
町
民
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
で

や
り
が
い
と
楽
し
さ
も
感
じ
る
有
意
義
な
３
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。
「広
報
た
か
も
り
」
の
今
後
益
々

の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

補助対象事業 事 業 の 内 訳 限度額 補助率

消防施設整備事業 ポンプ格納庫、防火水槽等消防施設の新設・改良に要する工費 150万 円 2/3以内

道路橋梁整備事業 地方開発のため必要な道路、橋梁の新設改良に要する工費 100万 円 5/10以内

生活環境整備事業 地域住民の福祉生活の向上のための飲料水供給施設、下水道

施設の整備に要する工費
150万 円 5/10以内

集会所の整備事業 集会所整備事業に要する工費 300万 円 4/10以内

街路灯の整備事業 街路灯整備事業に要する工賃。ただし5戸以上による街路灯

設置組合を設立し、その維持管理及び目的等を定めた規約を

設けることとする

150万 円 5/10以内

その他公共的事業 その他町長が特に必要と認めた事業 町長が定める額 世月長が定める率

ヽ

ヽ

[ら



本年度予算は3月 8日から3月 16日 まで開かれた町議会

平成 13年第 1回定例会で審議され可決されました。

「ひ
き
こ
も
り
」
っ
て
ど
ん
な

も
の
？

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
す

っ
か
り
春
ら
し
く
な
り
ま
し
た
ね
。

春
と
い
え
ば
、
就
学

・
就
職
な
ど

新
し
い
門
出
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ

り
ま
す
ね
。
み
な
さ
ん
は
、
ど
ん

な
門
出
を
迎
え
ま
す
か
？

最
近
、
新
し
い
門
出
を
迎
え
ら

れ
ず
家
の
中
に
じ
っ
と
し
て
い
る

若
者
が
増
え
て
き
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
達
は

「社

会
的
引
き
こ
も
り
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の

「ひ
き

こ
も
り
」
に
つ
い
て
少
し
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
年
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
引
き

こ
も
り
に
つ
い
て
大
き
く
報
道
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
う

い
う
も
の
が
引
き
こ
も
り
で
あ
る

の
か
、
は

っ
き
り
分
か
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
な
の
で
す
。
引
き
こ

も
り
と
い
わ
れ
る
も
の
に
は
、
大

き
く
分
け
て
３
つ
あ
り
、
①
精
神

的
疾
患
か
ら
く
る
引
き
こ
も
り
②

先
天
的
に
も

っ
た
障
害
か
ら
く
る

引
き
こ
も
り
③
心
の
働
き
か
ら
来

る
引
き
こ
も
り
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
い
う
、

「社
会
的
引
き
こ
も

り
」
と
は
③
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

心
の
働
き
か
ら
来
る
引
き
こ
も

り
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
状
態

な
の
で
し
ょ
う
か
？

引
き
こ
も
る
人
達
の
心
理
状
態

と
し
て
、

「全
か
無
か
」
と
い
っ

た
よ
う
な
極
端
な
意
識
の
中
に
生

活
し
て
い
る
た
め
に
、
少
し
で
も

自
分
の
心
の
準
備
し
て
い
た
も
の

と
違

っ
た
こ
と
が
お
こ
る
と
混
乱

し
て
し
ま
い
、
そ
れ
以
降
に
起
こ

る
こ
と
に
対
し
て
不
安
と
恐
怖
が

意
識
の
中
に
広
が
っ
て
ど
う
に
も

な
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
の
恐
怖
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
空

想
の
世
界

。
自
分
だ
け
の
世
界
を

作

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら

引
き
こ
も
り
は
始
ま
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
人
は
誰
し
も
生
活
し

て
い
く
中
で
様
々
な
障
害
に
ぶ
つ

か
り
ま
す
が
、
そ
の
都
度
う
ま
く

●

対
応
し
て
何
と
か
乗
り
き
ろ
う
と

し
ま
す
。
し
か
し
、
引
き
こ
も
り

の
心
理
状
態
と
し
て
、
そ
う

い
っ

た
よ
う
に
自
分

の
な
か
で
う
ま
く

対
応
で
き
な

い
た
め
に
人
間
関
係

を
う
ま
く
築
く

こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
も
引
き
こ
も
り
を

起

こ
す
要
因
に
共
通
す
る
部
分
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「引
き
こ
も
り
」

の
事
例
は
千

差
万
別
で
あ
り
、
援
助

の
方
法
も

様
々
で
す
。
中
学
生
ま
で
は
義
務

教
育

の
た
め
に
目
が
届
き
や
す

い

の
で
す
が
、
高
校
生
以
上
に
な
る

と
そ
う
は
い
か
な
く
な
り
ま
す
。

そ
う

い
っ
た
社
会

の
目
に
届
き
に

く

い
人
達
が
な
に
か
事
件
を
起

こ

す
と
そ
の
部
分
だ
け
が
大
き
く
報

道
さ
れ
、
そ
の
家
族
の
精
神
的
苦

痛
は
、
計
り
知
れ
な

い
も

の
が
あ

る
で
し
よ
う
。
そ
う

い
つ
た
こ
と

を
未
然
に
防
ぎ
、

「ひ
き
こ
も
り
」

に
悩
ん
で
い
る
本
人
や
家
族

の
た

め
に
県
で
は
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

ま
す
。
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
は
、
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
の

た
め
の
相
談

・
家
族
教
室

・
診
察
・

グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
イ

ン
グ
な
ど
を

行

っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
６
９

・
６
４
０
１

■
議
会
費
関
係
　
□
議
会
運
営
に
必

要
な
経
常
的
経
費
を
計
上
。

■
総
務
費
関
係
　
□
財
務
会
計
シ
ス

テ
ム
導
入
及
び
指
定
金
融
機
関
の
指

定
に
よ
る
確
実
か
つ
効
率
的
な
事
務

事
業
推
進
の
費
用
。
□
地
域
住
民
を

主
体
的
に
捉
え
住
民
に
愛
さ
れ
る
わ

か
り
や
す
い
広
報
紙
づ
く
り
。
□
阿

蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

ヘ

の
出
資
。
□
市
街
地
を
中
心
と
し
た

土
地
利
用
計
画
の
推
進
と
基
礎
調
査

□
住
民
参
加
の
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
の
策
定
。
□
町
民

一
人
ひ

と
り
の
交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を
目

指
し
、
交
通
安
全
教
育
を
推
進
。
□

住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
確
立
。
□
統
計
調
査
は
事
業

所

。
企
業
統
計
調
査
な
ど
の
四
調
査

の
経
費
を
計
上
。
□
選
挙
費
は
参
議

院
議
員
総
選
挙
の
費
用
を
計
上
。
□

地
籍
調
査
は
津
留
地
区
の

一
部
三
、

八
五
Ｋ
耐
を
実
施
。

■
民
生
費
関
係
　
□
障
害
者
福
祉
計

画
の
策
定
。
□
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
推
進
の
た
め
各
種
イ
ベ
ン
ト

ヘ
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
参
加
、
各
種
教
室
の

開
設
を
行
い

「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
心
」
を
も
て
る
取
り
組
み
の
実

施
。
□
人
権
啓
発
事
業
の
促
進
。
□

介
護
保
険
特
別
会
計

へ
の
繰
り
出
し

に
よ
り
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
、

利
用
者
の
希
望
を
尊
重
し
た
総
合
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
。
ま
た
、
制
度

か
ら
外
れ
た
在
宅
老
人
を
対
象
と
し

た
介
護
予
防
、
生
活
支
援
等
の
実
施
。

■
衛
生
費
関
係
　
□
機
能
訓
練
教
室
、

痴
呆
回
復
教
室
、
地
域
学
習
会
な
ど

の
実
施
に
よ
る
住
民
の
健
康
管
理
の

手
助
け
。
□
不
法
投
棄
監
視
員
を
設

二
月
二
十
六
日
は
高
森
温
泉
館

恒
例
の
風
呂
の
日
。

今
回
は
地
元
特
産
品
が
当
た
る

抽
選
会
、
そ
し
て
職
員
手
作
り
の

あ
た
た
か
い
甘
酒
を
竹
の
コ
ッ
プ

に
入
れ
て
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
。

「お

い
し
い
」
と
大
好
評
、　
一
人
で
何

杯
も
お
代
わ
り
す
る
人
も
続
出
し

ま
し
た
。
又
、
大
体
憩
室
で
は
高

千
穂
町
よ
り
、
素
人
演
芸

（神
の

お
た
ふ
く
チ
ン
ド
ン
ヤ
）
来
館
、

平
均
年
齢
七
十
五
才
、
最
高
年
齢

何
と
九
十

一
才
の
み
な
さ
ん
、
高

齢
者
と
は
思
え
ぬ
元
気
な
お
ど
り

置
し
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
防
止
の

住
民
啓
発
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

推
進
。
□
町
内
全
域

へ
の
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
推
進
。

■
農
林
水
産
業
費
関
係
　
□
地
域
農

業
の
担

い
手
な
ど
規
模
拡
大
志
向
農

家
と
の
労
働
提
供
、
農
地
の
貸
借
等

に
お
い
て
役
割
分
担
を
図
り
、
地
域

複
合
農
業
の
展
開
。
□
農
業
経
営
の

改
善
に
よ
る
優
秀
な
経
営
育
成
。
□

た
い
肥
セ
ン
タ
ー
の
建
設
。
□
認
定

農
業
者
や
認
定
志
向
農
業
者
な
ど
の

就
業
環
境
支
援
整
備
の
推
進
。
□
農

家
台
帳
デ
ー
タ
ー
入
力
に
よ
る
情
報

の
整
備
。
□
女
性
農
業
者

へ
の
支
援

強
化
。
□
農
道
整
備
を
実
施
。
□
水

土
保
全
緊
急
間
伐
実
施
事
業
や
流
域

総
合
整
備
事
業
の
活
用
、
間
伐
材
促

進
対
策
事
業
、
高
齢
級
間
伐
促
進
事

業
に
よ
る
事
業
効
果
の
推
進
。

■
商
工
費
関
係
　
□
商
工
業
の
安
定

的
発
展
、
近
代
化
、
活
性
化
の
た
め
、

国

・
県
の
制
度
資
金
、
町
小
口
資
金

の
有
効
利
用
の
促
進
。
□
湧
水
ト
ン

ネ
ル
公
園
の
駐
車
場
、
ト
イ
レ
等
の

整
備
。
□

「は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー

ト
」

「風
鎮
祭
」

「新
酒
と
ふ
る
さ

と
の
味
ま
つ
り
」

「高
森
峠
桜
ま

つ

り
」
な
ど
、
町
民
共
同
参
画
型
の
イ

ベ
ン
ト
を
展
開
。

■
土
木
費
関
係
　
□
美
化
側
溝
を
中

心
と
し
た
生
活
環
境
等
の
整
備
や
、

舗
装
補
修
及
び
歩
道
改
修
を
図
り

「や

さ
し
い
町
づ
く
り
」
を
推
進
。
□
町

道
各
路
線
の
整
備
を
計
画
的
に
実
施

し
、
五
割
助
成
に
よ
る
部
落
道
舗
装

を
推
進
。
□
住
環
境
で
は
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
下
町
Ａ
団
地
第

一
期
建

替
え
工
事
並
び
に
駅
前
団
地
第
二
期

に
見
入
り
、
そ
し
て
ユ
ー
モ
ア
た

っ
ぷ
り
の
チ
ン
ド
ン
ヤ
の
、
圧
倒

さ
れ
る
す
ば
ら
し
い
舞
に
誰
も
が

大
満
足
顔
で
し
た
。

工
事
を
実
施
。

■
消
防
費
関
係
　
□
住
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
と
啓
発
を
進
め
る
。
□
消

防
団
活
動
に
必
要
な
用
具
整
備
。

■
教
育
費
関
係
　
□
学
校
事
務
用
パ

ソ
コ
ン
導
入
。
□
高
森
中
学
校
校
舎

改
築
の
経
費
を
計
上
。
□
高
齢
者
学

級
や
南
阿
蘇
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
生
涯
学

習
の
時
代
に
住
民
の
学
習
要
求
に
対

応
。
□
社
会
教
育
団
体
の
中
核

「高

森
町
連
合
婦
人
会
」
の
三
〇
周
年
活

動
の
支
援
。
□

「青
少
年
育
成
町
民

会
議
」
を
中
心
に
子
ど
も
会
育
成
や

囲
碁
教
室
、
子
ど
も
議
会
の
実
施
。

□
人
権
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

啓
発
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
対
象
地
域
内
の
学
習
内
容

を
充
実
強
化
。
□
国
際
化
事
業
は
、

カ
リ
ス
ペ
ル
市

へ
の

「中
学
生

・
高

校
生
派
遣
事
業
」
を
通
じ
交
流
を
深

め
、
国
際
化
時
代
ふ
さ
わ
し
い
人
材

育
成
。
□
情
報
通
信
技
術
の
発
展
、

普
及
に
よ
る
住
民
を
対
象
と
し
た
Ｉ

Ｔ
講
習
会
の
実
施
。
□

「全
国
高
校

総
体
」

（平
成
十
三
年
八
月
実
施
）

の
費
用
を
計
上
。

■
災
害
復
旧
費
　
□
公
共
土
木
、
農

林
水
産
業
関
係
の
災
害
時
を
想
定
し

設
計
委
託
料
等
を
計
上
。

■
公
債
費

当
年
度
予
算
の
中
で
公
債
費
の
占
め

る
割
合
が

一
五
、
六
％
と
な

っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
財
政
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
健
全
財
政
運
営
に
努
め

ま
す
。

●

●   ●

ふ

　

ろ

高
森
温
泉
館
　
一
〓
ハ
の
日

演
芸
会
（チ
ン
ド
ン
ヤ
）等
で
賑
わ
う

「おいしい、おいしい」  手作り甘酒の振る舞い

a■由

宮崎の放送局からの取材もありました。  平均年齢 75才 「おたふくチン ドンヤ」のご―行
(14)(7)

本年度予算の概要

5,068,000
千円

歳  出 公債費

792,351千 円
(15.6%)

教育費
890,371千円
(17.6%)

5,0681000
歳  入

千 円

町債

843,100千 円
(16.6%)

地方交付税
2,245,000千円
(44.3%)

本年度の予算編成は、町税収入と地方交付税が伸びず厳しい状況にあることにより、必要な財源確保のため経費の

節約と含理化及び、町総合計画、過疎自立促進計画を基本に、真に必要とされる施策を推進するほか、経済対策とし
ての事業量を確保した質的にも充実した予算編成を行いました。 (対前年度当初比10.5%増 )

平成 13年度 一般会計当初予算

(2.8%)

衛生費

商工費

繰越金

70,000千 円 (1.4%)
地方譲与税
76,500千円(1.5%)
使用料及び手数料
136,203千 円 (2.7%)
県支出金
220,320千 円 (4.4%)

繰入金

議会費

89,450千 円
(1.8%)

諸支出費
1,036千 FE]
(0.0%)

予備費
13,264千円
(0.3%)

災害復旧費
3,026千 円
(0.1%)

地方消費税交付金
66,000千円(1.3%)

分担金及び負担金
36,637千円(0.7%)

自動車取得税交付金外
108,729千 円(2.1%)

消防費
142,954千 円

194,909千 円
(38%)

199,613=F円
(3.9%)

農林水産業費
495,004千円
(9.8%)   |

283,273千 円
(5.6%)

保 健 婦 か ら

へ 0たこヽ′十くあ
戸
■

Li=_

屁

鰺『甲塀‐
、「

』藤慟北
′
AイツTI

:・
i

、 国臨
＼ヽ
′ …

■ ■●

●

総務費
714,362千 円
(14■ %)

土本資
771,274千 円
(15.2%)

民生費
760,386千円
(15.0%)

国庫支出金
490,498千 円
(9,7%)

町稚

491
(9.7%)
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阿蘇広域行政事務組合消防本部■

南部分署電話12… 9034

防ごう山人事

春は火災多発期

林野火災の原因の中で大入れ時の人が毎年 トップを占めています。

大入れ時の人の取り扱いには十分注意して下さい。また、春先は空気が非常に乾燥し、

火災の発生しやすい季節です。万―に備え消火器や水バケツを準備しておきましよう。

水槽付消防ポンプ車の配備
このたび、新型の水槽付消防ポンプ車が南部分署に配備されました。最新の装備を備

えた車両は災害現場で効果的な活動が期待できます。

車両型式

①車名
②乗車定員
③最大積載
④長さ
⑤幅
⑥高さ
⑦車両重量
③車両総重量
⑨総排気量

Takamori Police Station

「熊本県警察職員募集」のお知らせ
熊本県では、次の要領で警察職員採用試験を行います。

※ 警察官A・ B(男性)は、本県以外の 7都府県 (警視庁、愛知、滋賀、京都、大阪、兵庫、福岡)が同時に受験できます。
※ 警察官 B(武道指導)第一次試験の試験地は熊本会場のみとなります。

たがもり出身の皆様ヘ 広報たかもりからのお願い

■〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168 高森町役場 広報たかもり 電話09676-2-1111 (担 当 田上 )
(13)

危険物取扱者試験案内
消防法第 13条の 5第 1項の規定により、熊本県知事から委任された財 11法人消防試験研究セン

ターで危険物取扱者試験が次のとおり実施されます。

■試験の種類  甲種・乙種第 1類～第 6類・丙種
※受験は 1種類 1種 口に限ります。 (但 し、乙種と甲種、丙種の併願は可)

■試験の期日及び場所  6月 1711(||)   熊本市・八代市
(会場は受験票に明示されます。)

■受験願書の受付期間 平成13年 4月 2311(月 )～ 4月 2611(本)ま で
■願書の配布・問い合わせは

受験案内及び願書は受付開始約 1011前 に阿蘇広域行政組合消防本部・分署・分駐所に配布しま

す。その他不明な点は、消防本部予防係へ問い合わせください。  '肌 0967-34-0024

Ｌ
『
菫

メ

ド
Ｌ

Ｏ
口
θ 六敵

車両型式

①ハロゲン式投光器
②固定式放水銃
③自動噴霧弁
④自動噴霧ノズル

⑤水タンク(1500L)
⑥ホース背負い器 (車輸付)
⑦ホースカー (加納式)

脚
‘Ａ

”

イスズ自動車

6名
1500kg
660crn
230cm
285cnl
6160kg
7990kg
8266cc

●   ●

●   ●
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阿
蘇
の
大
ま
つ
り
「阿
蘇
ぶ
る
ま

い
」
に
「峰
の
宿
ば
ん
ば
」が
出
演

二
月
三
日
（土
）
、
阿
蘇
町
総

・

合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
、
阿

蘇
の
火
ま
つ
り
の
オ
ー
プ

ニ
ン

・

グ
を
飾
る

「阿
蘇
ぶ
る
ま
い
」

に
県
指
定
無
形
民
族
文
化
財
の

「峰
の
宿
ば
ん
ば
踊
り
」

（草

部
北
部
交
友
会
／
二
子
石
富
士

夫
会
長
）
が
出
演
し
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
五
十
名

の
息
の
あ

っ
た
見
事
な
踊
り
に
、

観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

「峰
の
宿
ば
ん
ば
踊
り
」
は

約
二
〇
〇
年
前
に
日
向

・
高
千

穂

・
椎
葉
方
面
か
ら
伝
え
ら
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

は
峰
の
宿
部
落
で
は
人
手
不
足

か
ら
草
部
北
部
全
体
で
保
存
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
）
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
、
早
め
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ｃ

■
ふ
る
さ
と

へ
の
熱

い
想

い
　
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と

へ
の
想
い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立
つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
二
千
三
百
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も

お
送
り
し
て

「
ふ
る
さ
と
の

使
り
」
と
し
て
ご
愛
読

い
た

だ
い
て
い
ま
す
ｃ

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

昨
年
度
は
十

一
万
三
千
円
、

本
年
度
も
既
に
二
十
二
万
円

を
超
え
る
こ
寄
付
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（寄
付

い
た
だ

い
た

方
は
お
名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、　
一

ヶ
月
に
百
四
十
円
か
か
り
ま
す
。

（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為

替
な
ど
）
や
、
九
十
円
以
ド

の
少
額
切
手
で

一
年
分
程
度

の
ご
寄
付
を
毎
年
お
願

い
申

し
上
げ
ま
す
。

あなたの食生活大支夫 ?

最近、す ぐにキレたり、なんとなく体調がすぐれないなど、日常

的に心や体の不調を感じている人が増えているそうです。その原因

のひとつに乱れた食生活の影響があるといわれています。食は健康

の基本。自分の食生活を改めて見直してみましょう。

～心と栄養と体～

心は心臓にあるのではなく脳に存在しています。そこで心がイキ

イキするためには、脳が活発に働くために十分な栄養 (特にブドウ糖)

を補給する必要があります。摂取量が不足すると、気分が落ち込ん

だり、不安になった り、勉強や仕事の集中力が欠けるなどの様々な

影響が現れると言われています。そこで、必要とするたくさんの種

類の栄養を体にとり入れるために、できるだけ多くの種類の食品を

摂ることが大切です。

食生活で気を付けることは・・・

食事を一食だけで考えず、三食あわせた場合で考えて、足 りない

食品があれば、ほかの食事のときに意識的に補うようにします。

また、楽しい雰囲気の中で食べれば、いっそう食事がおいしくな

り心の栄養もアップします。

職種・区分 警 察 官 A
(男性・女性・武道指導 )

警 察 官 B

(男性。女性・武道指導 )

警 察 行 政 警 察 事 務

受付期間 5.7(月 )～ 6.1(金 ) 8.15(水 )～ 8.31(金 ) 5.7(月 )～ 5.25(金 ) 8.15(水 )～ 8.31(金 )

試 験 日 7月 8日 (日 ) 10月 7日 (日 ) 6月 24日 (日 ) 9月 23日 (日 )

試 験 地 熊本市 熊本市・八代市・本渡市 熊本市。東京都 熊本市・八代市・本渡市

受験資格 s46.4.2～ s55.4.1

生で 4年制大学卒業
(見込)の方

武道指導については

上記に加 え柔道 3段

以上又は剣道 3段以
上の段位を取得 して

いる方。

s49.4.2～ s59.4.1

生で警察官 Aの受験

資格のない方

武道指導については

上記に加 え柔道 2段

以上又は剣道 2段以

上の段位を取得 して

いる方。

s45.4.2～ s55.4.1

生の方

(学歴・性別は問いま

せん。)

s55.4.2～ s59.4.1

生の方

(学歴・性別は問いま

せん。)

採用人員 4月 下旬決定 7月上旬決定 4月 下旬決定 7月 上旬決定

(内線2643)
(内線6834)

※試験案内、受験中込書の請求など、詳しい内容のお問い合わせは・・・・

〒862-8610    熊本市水前寺6丁目18番 1号

熊本県警察本部警務課  TEL0 9 6-381-0110
熊本県人事委員会事務局 T[L096-383-1111

麗り圏皿筏升¬豚譴娩べい
気則旧吸斑つ曖舜

～
□材料 (一人分 )

残 りご飯50g、 ピザ

川チーズ 10g、 ち り

めんじゃこ2.5g、 青

のり0.5g、桜えび2.5g、

□作り方

①ご飯とチーズを混

ぜて2等分する。②

①の一つにちりめん

じゃこ、もう一つに

桜えびを混ぜ合わせる。

③②をラップに包み丸く押し広げる。④テフロン

加工のフライパンで両面を焼く。⑤ちりめんじゃ

この方に青のりを振りかけて仕上げる。

横町 食生活改善推進委員
後藤美恵子さん・津留五月さんの作

|

(8)

圧ヨ り

栄養士の
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